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１． 本検討の趣旨 

 

平成 23 年度事業では、貨物自動車運送事業（以下「トラック」という）において多発して

いる事故について重点的な分析を行う。「事業用自動車総合安全プラン 2009」でも、“運送の

プロとして乗客の生命、顧客の財産を預かり、より高度な安全性を求められているにもかか

わらず、全体としては事故件数、死者数ともに自家用自動車と比べると減少の歩みが遅いの

が現状”と指摘されており、本来であれば、プロの運転者として一般運転者の模範となるべ

きところを、必ずしも手本になるような運転となっていないという状況がある。 

トラックが第一当事者となる（以下「第一当」という）事故の内訳をみた場合、平成 22

年に発生した事故 25,447 件のうち、約半数の 12,008 件が追突事故により占められる。その

ため、追突事故はトラックの事故において最も多発する事故といえる。そこで、本年度事業

においては、平成 19 年度に取りあげた「トラックの過労運転による事故防止」の観点も含め、

トラックにおける事故防止を推進していくうえで、追突事故の再発防止策の検討を進めるこ

ととする。検討にあたり、事故要因を踏まえた再発防止策について「情報発信を行う」こと

が本検討会の重要な役割の一つである点を踏まえることとする。 

なお、本年度事業において「自動車運送事業に係る交通事故要因分析検討会」の下に、「ト

ラック追突事故分析小委員会」を設置し、トラック追突事故の課題整理と再発防止策につい

て集中的に議論を行った。 

 

平成２３年度「トラック追突事故分析小委員会」委員名簿（順不同・敬称略） 

 

座 長 酒井 一博 財団法人労働科学研究所 所長 

委 員 佐久間 文彦 社団法人全日本トラック協会 交通対策委員会委員 

 〃 伊藤 勝利 社団法人全日本トラック協会 交通・環境部長 

 〃 小野 古志郎 財団法人日本自動車研究所 技監・研究主幹 

    兼 財団法人交通事故総合分析センター 主任研究員 

 〃 小島 公平 独立行政法人自動車事故対策機構 理事（事故防止担当） 

 〃 杉浦 秀明 社団法人日本自動車工業会大型車部会長 
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２． 課題整理 
２．１ 全体像 

事故要因を踏まえた再発防止策の検討のためには、事故分析を行いトラック追突事故の

課題を整理することが求められる。今回、事故分析では、統計データによる追突事故の特

徴を把握するとともに、本事業初めての試みとして、統計以外のデータを組み合わせて分

析し、追突事故が発生する背景要因を整理した。課題整理の全体像は次図の通りである。 

警察庁統計データの分析

原因の推定
（ヒアリング）

・個別の事故事例の分析
（平成17～22年の追突事故34事例）
・国土交通省データの分析
（平成22年の追突事故165件）

•マクロデータに基づく事故概要を
把握する

•考えられる事故原因を推定する

課題の整理

•事故原因を分析する

データ収集、組合せ、分析、
整理の実施など、今回初め
ての取り組みを含めて実施
した

•追突事故の全体像を整理し、本質
的な事故原因を把握する

•追突事故の課題を整理する

※上記の統計データのみでは
背景要因の把握については困難であった

統
計
デ
ー
タ

の
活
用

統
計
以
外
の

デ
ー
タ
活
用

事
故
分
析

 

図 １ 課題整理の全体像 

 

２．２ 事故分析 
（１） 統計データによる事故分析 

①分析の方法 

警察庁統計データに基づき、平成 22 年に発生したトラックにおける第一当の事故

25,447 件を対象とし、追突事故（12,008 件）と追突以外の事故（13,439 件）との

比較を行った。 
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②結果 

■年齢層別 

追突事故は、35～39 歳で最も多く発生している。 
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図 ２ 年齢層別トラック事故の構成率1 

 

■危険認知速度2別 

追突事故の約６割は、30km/h 超の高い速度帯で危険を認知した事故である。 
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図 ３ 危険認知速度別トラック事故の構成率 

                            
1 出典： 

・トラック全体：「平成 22 年賃金構造基本統計調査（全国）」（厚生労働省） 

・トラック事故、トラック追突事故、トラック追突以外の事故：「事業用自動車の交通事故統計（平成 22 年版）」（財団法

人交通事故総合分析センター）を基に、年齢層毎の年齢の加重平均により算出。 
2 危険認知速度とは、自動車又は原付運転者が、相手方車両、人、駐車車両又は物件等（防護さく、電柱等）を認め、危

険を認知した時点の速度をいう。 

（参考）平均年齢 1 

・トラック全体：43.5 歳 

・トラック事故：44.8 歳 

・トラック追突事故：43.5 歳 

・トラック追突以外の事故：46.0 歳
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■行動類型別 

追突事故の約７割は、直進・等速（おおむね等速で直進している状態）で発生し

ている。 
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図 ４ 行動類型別トラック事故の構成率 

 

■法令違反別 

追突事故の約６割は、車外及び車内の前方不注視による状況下で発生している。 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

信
号
無
視

通
行
区
分

最
高
速
度
違
反

横
断
等
禁
止
違
反

車
間
距
離
不
保
持

追
い
越
し
違
反

踏
切
不
停
止

右
折
違
反

左
折
違
反

優
先
通
行
妨
害

交
差
点
安
全
進
行
義
務
違
反

歩
行
者
妨
害
等

徐
行
場
所
違
反

一
時
不
停
止

整
備
不
良
車
両

酒
酔
い

過
労
等

過
労
運
転

安
全
運
転
義
務
違
反

前
方
不
注
視
（内
）

前
方
不
注
視
（外
）

動
静
不
注
視

安
全
不
確
認

安
全
速
度

予
測
不
適

そ
の
他

違
反
な
し

トラック/追突 トラック/追突以外

 

図 ５ 法令違反別トラック事故の構成率 
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■道路形状別 

追突事故の約６割は、単路・その他（トンネル、橋、カーブ以外の単路の部分）

で発生している。 
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図 ６ 道路形状別トラック事故の構成率 

 

■発生時間帯別 

追突事故は、10～11 時台で最も多く発生している。 
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図 ７ 発生時間帯別トラック事故の構成率 

以上が分析した統計データのうち追突事故に特徴が認められたものである。検討

会においては、これらのデータは事故の原因ではなく結果を示すものであり、現状

の統計データによる要因の分析の限界が指摘された。再発防止に向けては、追突事

故が起こった背景に潜む要因を明らかにすることが求められるが、背景要因を統計

的にとりまとめたデータが存在しない。そのため、背景要因の分析を行うため、統

計以外のデータを活用した。 
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（２） 統計以外のデータによる事故分析 
追突事故の背景となる要因を分析するにあたり、本年度の検討会での議論、及び

関係諸団体3へのヒアリングを基に、問題点の整理を行った。追突事故の原因として

考えられる要因を４Ｍ（運転者面（Man）、運行管理面（Management）、車両面（Machine）、

走行環境面（Media））の観点で次表にまとめた。 

 

表 １ 追突事故の原因として考えられる要因 

（検討会での議論及びヒアリングの結果） 

 考えられる原因 

運転者面 

（Man） 

• トラック追突事故の直接的な原因として、運転者による「スピード超過」

「車間距離不足」「わき見・前方不注意」「漫然運転」があげられるが、

これら直接原因の背景として、事業者のマネジメント不足が考えられる。

• 「車間距離不足」については、突発的な原因ではなく、日頃の習慣が原

因とも考えられる。 

運行管理面 

（Management）

• 運転者面、車両面、走行環境面からみた事故要因の背景に事業者の運行

管理面における問題があると考えられる。 

• 安全管理の成否を決めるのは、経営トップの姿勢であると考えられる。

• 「総じて、大規模事業者の方が中小規模事業者よりも取り組みが進んで

いる」という意見がある一方、「事業者規模の大小で安全対策に差が生じ

るとは考えにくい」という意見や「中小規模事業者はバラつきが大きい」

という意見もある。 

• 中小規模事業者では、事業承継の際に、運行管理についての継承がされ

にくく、結果として不十分なマネジメントとなってしまう可能性がある。

• 運転者は、勤続年数に応じて賃金が高くならないことが多く、流動性が

大きい。そのため、特に運転者不足に悩む中小規模事業者の経営トップ

や管理者が、ルールや指導を厳しくすることに二の足を踏んでしまうこ

ともあると考えられる。 

車両面 

（Machine） 

• 運転席が高く視界が広いという特性があり追突に対する恐怖を感じにく

い点が、トラック追突事故の一つの要因ではないかと考えられる。 

• 衝突被害軽減ブレーキ等運転者支援に有効な先進安全自動車（ASV）技術

の整備・普及が課題であると考えられる。 

走行環境面 

（Media） 

• 日本のトラック追突事故の特徴の一つとして、渋滞車列の最後尾に追突

する事故が多いことがあげられる。 

• 電光掲示板や路車間通信活用等走行環境側からの運転者支援に有効な技

術の整備・普及が課題であると考えられる。 

 

                            
3 対象とした団体：社団法人全日本トラック協会、公益社団法人日本バス協会、社団法人全国乗用自動車連合会、一般社

団法人日本自動車工業会、独立行政法人自動車事故対策機構 
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これらの指摘を踏まえると、事故の直接的な原因は運転者に起因するものである

一方で、事故に至る背景には、運転者面の要因のみならず複合的な要因があること

が示唆される。特に、背景要因のうち、事業者における運行管理面（マネジメント

面）の要因が大きいこと、及び事業者規模により事故発生状況に差があることが繰

り返し指摘された。そこで、この２点について詳しく分析を進めた。 

 

（２）-１ マネジメント面の要因に関する事故分析について【個別の事故事例の分析】 

①分析方法 

事故要因の究明には詳細な分析が必要となる。本来は、全ての追突事故について

詳細な分析を実施することが望ましいが、現時点でマネジメント面と事故とを結び

つける統計データが存在しない。そのため、次表の通り、これまでの本検討会の成

果である個別事故の要因を分析した結果を活用し、指摘された要因について４Ｍの

観点で整理・分析した。 

 

表 ２ 分析対象と方法 

 

 

                            
4 トラックの追突事故として対象期間中に分析された事故は合計 35 件である。うち 1件は、被害事故（被追突事故）で

あることから分析対象から除き、残りの 34 件の追突事故を今回の分析対象とした。 

対象 平成17～22年度に本検討会で個別に要因の分析を行った事故事例のうち、

トラックの追突事故事例 34 件4を対象とした。 

方法 ①事故事例毎に、４Ｍの観点から「要因」と「再発防止策」を整理し、共

通すると思われる要因を抜き出した。その上で、要因毎に、抜き出され

た事故件数を求めた。 

②抽出された要因及びその他考えられる要因について要因間の関係を整

理し、追突事故の発生する直接的要因とその背景要因とのつながりを整

理した。 
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②結果 

平成 17～22 年度に本検討会で個別に要因の分析を行った 34 事例において指摘の

多かった要因について４Ｍの観点から整理を行った。その結果、直接的な要因とし

て運転者面の要因が指摘されているとともに、運行管理面の要因が多く指摘されて

いることがわかった。指摘されている要因のうち、上位 11 項目を次表にまとめた。 

 

表 ３ 34 事例で指摘のあった要因の上位 11 項目 

４Ｍの観点 事故要因 指摘のある 

事故件数 

運転者面 疲労 18 

運行管理面 運転者への教育不足 17 

運行管理面 健康管理の不備 15 

運転者面 反応の遅れ 15 

運行管理面 適性診断結果の活用不備 14 

運行管理面 無理な運行計画 14 

運転者面 意識不足（危険の認識不足） 12 

運転者面 知識不足 12 

運行管理面 点呼の未実施 10 

運転者面 わき見 10 

走行環境面 自車の先が見えにくい 10 

 

また、追突事故の全体像を把握するため、34 事例に共通する要因のほか、小委員

会での議論を中心として、その他に考えられる追突事故の要因を抽出し、追突事故

が発生するまでの要因間の関係として図８5,6の通り整理した。また、34 事例に特に

指摘の多い要因としてあげられた上記表の上位 11 項目を基に、追突事故が発生する

までの流れを図９に整理した。 

その結果、追突事故が発生する直接的要因は、特に運転者面の要因が多くを占め

る一方で、背景要因として、運行管理面すなわちマネジメント面の要因があること

が考えられる。 

                            
5 追突事故に関わる要因を全て把握することは難しく、同図には必ずしも網羅的に要因を含められているとは限らない。

そのため、必要に応じて見直しを行う前提で同図を作成した。 
6 図８に記載した要因以外に、今年度の検討会及び小委員会であげられた要因は以下の通りである。 

・運行管理面：点呼未実施、対面点呼なし、運転以外の業務負担大、運行時間管理なし、体調不良時に報告しにくい、適

性診断未受診 

・運転者面：業務への慣れ、家庭の事情、操作ミス、手順誤り、不適切な姿勢、車両感覚不足、薬の服用、眠気、車外へ

のわき見、加齢による身体能力の低下、渋滞情報への配慮不足 

・車両面：ドライブレコーダーなし、デジタルタコグラフなし、視界特性（視点が高い）、車両設計と動作の不適合、タ

イヤの摩耗、積荷の影響、運転する車両の変更、着色フィルム 

・走行環境面：相手車両が停止中、相手車両が小型、道幅がせまい、信号が見えにくい、高速道路から一般道への進入直

後、街路灯が暗い、単調な道 
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図 ８ 追突事故要因間の関係① 
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図 ９ 追突事故要因間の関係② 

（表３の項目を黒塗りで表示し、事故頻度（件）を白抜きで示した） 
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以上を踏まえると、下記の通りまとめられる。 

本検討会で個別に要因の分析を行ったトラック追突事故 34 事例において、運転

者面の要因と並び運行管理面の要因が多く指摘されている。要因間の関係を整理

すると、運転者面の要因の背景要因であるマネジメント面の要因が極めて重要で

ある。 

 

（２）-２ 事業者規模に関する事故分析について【国土交通省データの分析】 

①分析方法 

従来の定量的な事故分析は、一般的に、運転者と事故とに焦点をあてた分析が主

流であった。それに対して、今回は、事業者と事故とを結びつけ、事業者の規模の

観点から分析を行った。本来は、全ての追突事故について事業者規模による違いを

分析することが望ましいが、事業者規模と事故とを結びつけ統計的にとりまとめた

データが存在しない。そのため、事業者規模と事故との関連性が把握できる国土交

通省の事故データを活用し、次表の通り分析した。 

なお、本検討会では、運輸安全マネジメントの事業者規模の考え方を踏まえ、事

業用自動車が「100 両未満の事業者」と、「100 両以上の事業者」とに分けて分析を

行った。 

 

表 ４ 分析対象と方法 

 

 

②結果 

全国のトラック事業者の保有車両台数を基に算出した、車両台数一台あたりの重

大な追突事故件数は次図の通りである。 

 

対象 自動車事故報告規則に基づき、国土交通省に報告がなされた事故情報とし

て平成 22 年中に発生した事業用トラックの第一当の重大な事故 1,993 件

のうち、追突事故（以下「重大な追突事故」という）165 件を対象とした。

方法 ①重大な追突事故165件それぞれについて、事故を起こした事業者毎に「貨

物自動車運送事業法に基づき、届出がなされた情報」に記録のある保有

車両台数（被けん引車を除く）を調査した。 

②保有車両台数を基に、165 件の各事故を起こした事業者について、100

両未満の事業者または 100 両以上の事業者かを分類した。 

③国土交通省が保有する、全国のトラック事業者毎の保有車両台数（平成

22 年 8 月時点の登録台数。被けん引車を除く）の情報を基に、全国の事

業者の保有車両台数を算出した。 

④重大な追突事故について、全国の事業者の保有車両台数あたりの事故件

数を、100 両未満の事業者及び 100 両以上の事業者別に算出した。 
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図 １０ 車両台数一台あたりの重大な追突事故件数 

 

ここで、100 両未満の事業者と 100 両以上の事業者の間で、車両台数一台あたり

の重大な追突事故件数に差があるかどうかを検討するため、カイ二乗検定7を行った。

その結果、５％水準で有意な差（x2=4.15,df=1,P<0.05）が見られた。なお、詳細は

次表の通りである。 

 

表 ５ 事業者規模による分類 

区分 

重大な 

追突事故

件数 

（件） 

重大な 

追突事故

件数 

（構成率）

全国の 

トラック

事業者の

保有車両

台数8 

（台） 

全国の 

トラック

事業者の

保有車両

台数 

（構成率） 

車両台数 

一台あたり

の事故件数

（件） 

100 両未満の事業者 129 78.2％ 842,998 71.0％ 0.000153

100 両以上の事業者 36 21.8％ 344,631 29.0％ 0.000104

合計 165 100.0％ 1,187,629 100.0％ 0.000139

 

以上を踏まえると、下記の通りまとめられる。 

全国の事業者の保有車両台数を基に算出した保有車両台数一台あたりの重大な追突

事故件数について、100 両未満の事業者と 100 両以上の事業者の間で有意な差が見ら

れた。従って、100 両未満の事業者では、100 両以上の事業者に比べ、追突事故がよ

り多く発生している。 

 

                            
7 対象とする事象が偶然にみられた結果か否かを分析する一般的統計手法。 
8 全国のトラック事業者の保有車両台数については、国土交通省が保有するデータベースから抽出した。抽出時期と抽出

方法により、国土交通省が一般的に公開している数値と異なる。 



13 

 

（２）-３ マネジメントと事業者規模の関係について 

①分析方法 

（２）－１ではマネジメント面の要因と事故の関係について、（２）－２では事業

者規模と事故の関係について、分析を行った。ここではマネジメントと事業者規模

の関係について、国土交通省が実施する監査結果を中心とした分析を行った。 

②結果 

トラック事業者の許可基準(５両)割れ事業者に対する重点監査（以下「重点監査」

という）の実施結果9、及びトラック事業者に対する監査（以下「一般監査」という）

の実施結果10を比較した場合、法令違反の見られた事業者の割合は次図、詳細は次

表の通りとなった。 
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図 １１ 監査結果における法令違反の見られた事業者（構成率） 

 

表 ６ 監査結果 

 
監査事業者数 

（社） 

法令違反の 

見られた事業者数

（社） 

法令違反の 

見られた事業者 

（構成率） 

重点監査 1,018 741 72.8%

一般監査 6,369 1,689 26.5%

 

重点監査及び一般監査の目的や方法を踏まえれば、一般監査の対象となる事業者

には許可基準を満たす事業者が相当程度含まれると考えられる。そのため、事業者

規模が極端に小さい場合、法令違反の見られる事業者の割合が増加する可能性が考

えられる。 

 

                            
9 出典：トラック運送事業者の許可基準(５両)割れ事業者に対する重点監査の実施結果について（平成 21 年国土交通省） 
10 出典：自動車運送事業者に対する監査実施状況等の概要（平成 22 年国土交通省） 
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２．３ 課題整理のまとめ 
前節の結果を踏まえると、下記の通りまとめられる。 

 

• 重大な追突事故は、直接的には運転者面の要因により発生している。しかしながら、そ

の背景要因としてマネジメント面の要因が極めて重要であるといえる。 

• 例えば保有車両台数が 100 両未満の事業者では、100 両以上の事業者に比べ、車両台数一

台あたりの追突事故がより多く発生している。 

• 事業者規模が極端に小さい場合、法令違反の見られる事業者の割合が増加する可能性

が考えられる。 

 

以上を踏まえ本検討会として、特に、保有車両台数が比較的少ないトラック事業者のマ

ネジメント面を支援する方策を検討する。検討にあたり、事故要因を踏まえた再発防止策

について「情報発信を行う」ことが本検討会の重要な役割の一つである点を踏まえること

とする。 

 

２．４ 「課題整理」における今後の課題について 
今回の課題整理においては既述の通り一定の成果が得られた。一方で、全ての課題を完

全に整理しきれた訳ではない。本年度事業として結論を出すに至らなかった点を今後の課

題として次表にまとめた。 

 

表 ７ 「課題整理」における今後の課題 

項目 課題 

○事業者規模別の分析 ・保有車両台数に基づく事業者規模による事故発生状況が、分析

を行う時期により異なる可能性がある。そのため、平成 22 年

の追突事故 165 件に加えて分析対象とする件数を増やし、事業

者規模別の分析を更に進めることを検討する。 

○背景要因を把握する

ための統計データの

更なる活用 

・要因分析に関わる統計データが限られることから、更なるデー

タを活用した分析を検討する。 

（例） 

・警察庁のデータ 

・独立行政法人自動車事故対策機構（NASVA）のデータ 

・適正化事業実施機関のデータ 

・国土交通省のデータ  等 

・今回分析した統計データの更なる考察を検討する。 

（例） 

・年齢層別、危険認知速度別、行動類型別、法令違反別、道路

形状別、発生時間帯別  等 
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項目 課題 

○要因関係図の更新 • 含まれる事故要因及び要因間のつながりについて、更に検討す

る。 

• 車両面、走行環境面の要因についても更に検討する。 

○海外動向の整理 • 交通事故に関わる政策に関する、海外動向を更に把握し整理

することを検討する。 

（例） 

・「自動車運転者の労働時間等改善のための基準」に関する情

報 

・運行管理上の規制に関する情報  等 
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３． 対策検討 
３．１ 全体像 

比較的保有車両台数の少ないトラック事業者のマネジメント面を支援する方策を検討す

るにあたり、検討会において以下のような意見が出された。 

• 比較的保有車両台数の少ないトラックの事業者が実際に行って効果が出る点が大切となる。

• 具体的なアクションオリエンテッドな対策を講じる必要がある。 

• 事故の再発防止を具体的なアクションにすることや、再発防止を効果的なものにするための

議論をすべきではないか。 

• 比較的保有車両台数の少ないトラックの事業者でも、しっかりやっているところはある。（比

較的保有車両台数の少ない方が、経営トップが現場をよくわかっているケースもある）

また、既述の通り、事故要因を踏まえた再発防止策について「情報発信を行う」ことが

本検討会の重要な役割の一つである。従って事業者規模に関わらずトラック事業者の行動

を促すことを目的とした情報発信をすることが求められる。 

そこで、本年度事業においては、比較的保有車両台数の少ないトラック事業者を主な対

象として、積極的に安全の取り組みを行っている事業者の情報を収集・整理した上で、取

り組みの進んでいない事業者に対して実際の取り組みを促すことに焦点を当てた追突事故

防止マニュアルを作成することを中心テーマとして議論した。 

追突事故防止マニュアル以外の対策については、本検討会以外で進められている取り組

みについて、検討中のものも含めて整理した。対策検討の全体像を次表にまとめた。 

 

表 ８ 対策検討の全体像 

対策 位置づけ 

追突事故防止マニュアル 中心テーマとして議論 

追突事故防止マニュアル以外の対策 
行政や業界団体等で対応（または検討）が

進められている取り組みを整理 

 

３．２ 追突事故防止マニュアル 
（１） 目的 

主に比較的保有車両台数の少ないトラック事業者を対象として、経営トップの安全

に対する意識を向上し、限られた経営資源を有効に活用して事業者が取り組みを実行

に移すための参考情報をわかりやすく提供することを目的とした。輸送の安全確保に

は、経営トップが先頭に立って、事業者が一丸となって取り組む必要があることから、

経営トップ、現場管理者、運転者それぞれの役割に応じた、わかりやすい具体的な行

動を志向したマニュアルとした。 

「マニュアル」という名称ではあるが、事業者毎に実態が異なり、実施すべき（ま

たは、実施できる）取り組みが異なることや、同じ事業者であっても継続的にレベル

アップを図る必要があることから、「正解を示す」マニュアルとはせず、「事業者が自

ら考える」ためのマニュアルとした。 
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なお、本マニュアルは、主な対象を比較的保有車両台数の少ないトラック事業者と

しているものの、「経営トップの積極的な関与」「PDCA サイクル」といった運輸安全マ

ネジメントの考え方を踏襲しており、また平易な表現で具体的な情報を記載している。

そのため、本マニュアルは、比較的保有車両台数の多いトラック事業者にとっても参

考となるツールである。 

 

（２） 対象・内容 
事業者における役割により取り組む内容が異なることから、作成するマニュアルに

ついては次表のような対象別の構成とした。 

表 ９ 追突事故防止マニュアルの対象・内容 

対象 内容 

経営トップ 
安全への取り組みの重要性を再認識し、経営トップ自らが積極的

に関与し、PDCA サイクルを回すことの重要性を伝える。 

現場管理者 

「できることから今すぐやろう！」をテーマとして、自社に合っ

た取り組みを検討し、PDCA を回すためのワークシートを提供する。

また、そのワークシートを作成するための参考情報を整理したマ

ニュアルを提供し、取り組みを促す。 

ドライバー 
イラストを多用して要点を絞った情報提供を行い、その後にセル

フチェックや安全宣言を促す。 

 

（３） 検討経緯 
マニュアルの作成にあたっては、検討会での意見に加え、集中的に議論を行った小

委員会、関係諸団体へのヒアリング、事業者へのヒアリング・アンケートで出た意見

を参考とした。それぞれにおける意見は、以下①～④の通りであった。 

①検討会 

検討会でのマニュアルに関する主な意見をまとめると、以下の通りであった。 

• 事業者が実際に取り組める内容とすべき。 

• 背景要因としての経営環境の厳しさを踏まえる必要がある。 

• 優先順位の検討に関しても助言できるとよい。 

• 経営トップと現場管理者は業務が異なるため、対象別に作成すべき。 

• マニュアル以外の対策についても検討すべき。 

• 本当に必要な事業者に届くよう、成果物の周知・配布方法をよく検討すべき。 

 

②小委員会 

小委員会でのマニュアルに関する主な意見をまとめると、以下の通りであった。 

• 経営トップが事故防止に積極的に取り組む動機づけが必要。 

• 先進安全自動車（ASV）は、運転を支援する車両面の技術・装置としての位置づけで

記載すべき。 
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• トラックは運転席が高く視界が広いという特性上、追突に対する恐怖を感じにくい。

• 適性診断は受診するだけでなく、管理者がその結果を活用して指導を行うべき。 

• 優先順位は、「できること」を優先すべき。 

• ドライバー向けマニュアルはポケットサイズか車検証サイズが適している。 

• 定量的に証明することが困難なものも、専門家の意見として紹介してもよいのでは

ないか。 

• 効果検証は、自社の課題と結びつける必要がある。 

 

③ヒアリング 

労働組合を含む関係諸団体６団体11を対象としたヒアリングで得られたマニュア

ルに関する主な意見をまとめると、以下の通りであった。 

• 主な直接要因として考えられるのは、「車間距離不足」、「スピード超過」、「わき見・前方

不注意」、「ドライバーの技術不足」等である。 

• より本質的な背景要因として、「過労運転」、「荷主の理解不足」等があげられる。 

• 対策として、「過労運転の防止」、「点呼の充実」、「デジタルタコグラフやドライブレコー

ダーによる運行管理の高度化」、「ASV 技術の活用」、「適性診断を活用した指導」、「荷主

とのコミュニケーション」等が重要である。 

 

また、安全管理に積極的に取り組むトラック事業者５社12を対象としたヒアリン

グで得られたマニュアルに関する主な意見をまとめると、以下の通りであった。 

• 経営トップが自身の価値観や経験に基づき、自社の業務実態を勘案して安全への取

り組みの重要性を繰り返し伝える努力をしている。 

• 特定の事故に限定することなく事故防止に取り組む事業者が多かった。 

• 経営トップが安全に対して積極的になったきっかけとして「死亡事故の発生」「荷主

からの要請・指導」「ISO9001 の取得」があげられた。（エコドライブを安全対策の

中心に据えている事業者は「燃料費の高騰」がきっかけであり、結果として事故が

減少した） 

• 体制としては、全社から代表者が出席する会議体（例：安全衛生委員会）と、職場で

の小集団活動を有機的に結び付けている事業者が複数あった。 

• 社外の情報やノウハウ等を有効に活用している事業者が多かった。（例：荷主からの

指導、同業他社へのヒアリング、車両メーカーからの講師派遣、トラック協会の資

料の活用、管理者向けのマネジメント教育研修機関の活用、コンサルティング会社

のノウハウの活用 等） 

• 継続的に安全管理に取り組むにあたり、荷主との長期・安定的な関係を重視している

事業者が複数あった。 

                            
11 対象とした団体：社団法人全日本トラック協会、公益社団法人日本バス協会、社団法人全国乗用自動車連合会、一般社

団法人日本自動車工業会、独立行政法人自動車事故対策機構、全日本交通運輸産業労働組合協議会 
12 対象とした事業者（被けん引車を除く車両台数）：広島県３社（それぞれ、29 台、41 台、55 台）、静岡県２社（それぞ

れ、63 台、86 台）。なお、それぞれ社団法人広島県トラック協会、社団法人静岡県トラック協会に調査協力を頂いた。 
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④アンケート 

マニュアルの作成にあたり、社団法人全日本トラック協会及び都道府県トラック

協会13の協力を得てアンケートを実施し、安全対策に積極的に取り組むトラック事

業者 160 社から有効回答が得られた。回答結果を下記にまとめた。 

• 主な取り組みとして掲げたもののうち、「先進安全自動車（ASV）の導入」以外の取

り組みは概ね８割以上の事業者が実施していた。 

• 実際に取り組んだことのある事業者が「取り組みやすい」と感じている項目につい

て上位 3 項目をあげると、①デジタルタコグラフ・ドライブレコーダーの導入活用、

②安全意識向上に向けた賞罰制度の運用、③燃費管理・エコドライブ推進であった。

• 実際に取り組んだことのある事業者が「事故が減りやすい」と感じている項目につ

いて上位 3 項目をあげると、①デジタルタコグラフ・ドライブレコーダーの導入活

用、②追突事故防止に焦点をあてた運転者教育の実施、③過労運転の防止に向けた

運行管理の徹底、であった。 

• ヒアリングにおいて、荷主とのパートナーシップの重要性が指摘されたにも関わら

ず、アンケートにおいては「事故の減りやすさ」の評価が低かった。これは、「荷主

とのパートナーシップ構築に向けた取り組みを実施しているものの、効果的な方法

がわからず、結果として取り組みが事故防止に寄与していない」事業者が多いため

と考えられる。 

• 取り組まない理由は、取り組み毎に大きなばらつきが見られた。 

 

（４） 成果物 
検討会、小委員会、ヒアリング、アンケートで得られた意見を基に以下の資料を作

成した。 

①経営トップ向け資料 

・【経営トップ向け】トラック追突事故防止の指針 

②現場管理者向け資料 

・トラック追突事故防止「できることから今すぐやろう！」シート 

・【現場管理者向け】トラック追突事故防止マニュアル（上記シートの別添） 

③ドライバー向け資料 

・トラックドライバーの追突事故防止のポイント 

 

（５） 周知・配布方法 
成果物の周知・配布方法としては、国土交通省のサイトへの掲載や同省メールマガ

ジンでの PR を検討している。 

                            
13 協力頂いた都道府県トラック協会（順不同）：社団法人北海道トラック協会、社団法人岩手県トラック協会、社団法人

新潟県トラック協会、社団法人長野県トラック協会、社団法人千葉県トラック協会、社団法人東京都トラック協会、社団

法人神奈川県トラック協会、社団法人愛知県トラック協会、社団法人大阪府トラック協会、社団法人兵庫県トラック協会、

社団法人岡山県トラック協会、社団法人山口県トラック協会、社団法人香川県トラック協会、社団法人福岡県トラック協

会、社団法人宮崎県トラック協会 
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３．３ 追突事故防止マニュアル以外の対策 
今年度の本検討会事業においてはマニュアルの作成を中心に検討することとしたため、マ

ニュアル以外の対策については、行政や関係団体を中心に対応または検討が進められている

取り組みについての整理にとどめた。 

（１） 事業用自動車総合安全プラン 2009 
事業用自動車の総合的な交通安全対策については、平成 21 年３月に「事業用自動車

総合安全プラン 2009（以下『総合安全プラン』という）」がとりまとめられ、対応・

検討が進められている。そこで、総合安全プランの推進によるトラック追突事故に対

する期待効果について、追突事故の要因間の関係を意識して整理し、次表にまとめた。 

 

表 １０ 総合安全プランとトラック追突事故減少の関係14 

総合安全プランにおける 

「取り組むべき課題」 

総合安全プランにおける 

「施策」の概要 

（平成 21 年３月発表時点） 

トラック追突事故 

に対する期待効果 

１．安全マネジメント 

（１）評価対象の中小

規模事業者への拡大 

国土交通省が、安全マネジメントの

評価の対象を中小規模事業者にも

拡大。（公共性の高い事業者及び安

全性のレベルが低い事業者から優

先的に実施） 

比較的保有車両台数の少な

い事業者に安全マネジメン

トが浸透することにより、以

下の効果が期待される。 

• 経営トップが安全に対す

る知識を得たり、意識を

高めたりできる。 

• 評価結果の振り返りを通

じ、管理者の意識が高ま

る。 

• 研修を通じて、管理者が

育成される。 

• 社内監査が適切に行われ

るようになる。 等 

（２）NASVA（（独）自

動車事故対策機構）等

の活用 

国土交通省が、安全マネジメント評

価に当たって、NASVA 等を活用。 

（３）安全マネジメン

ト講習 

事業者団体が、安全マネジメントを

浸透させるための講習会を定期的

に実施。 

（４）中小規模事業者

向け手引きの作成 

事業者団体が、中小規模事業者が安

全マネジメントの取り組みを容易

に行えるよう、業態毎のわかりやす

い手引を作成。 

（５）事業者団体職員

等に対する研修 

国土交通省が、事業者団体の職員等

に対し、安全マネジメントについ

て、国土交通大学校における研修、

国土交通省職員を派遣しての研修

等を実施。 

（６）下請事業者と一

体となった安全管理

国土交通省が、手引きやモデル規程

に、下請事業者の輸送の安全の確保

下請事業者が、元請事業者と

一体となって安全に取り組

                            
14 出典：「事業用自動車総合安全プラン 2009」（平成 21 年３月。事業用自動車に係る総合的安全対策検討委員会）別表「目

標の達成に向けて当面講ずべき施策」を基に作成。 
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総合安全プランにおける 

「取り組むべき課題」 

総合安全プランにおける 

「施策」の概要 

（平成 21 年３月発表時点） 

トラック追突事故 

に対する期待効果 

体制の構築 に関する事項を追加。また、国土交

通省が、安全マネジメント評価にお

いて上記取り組みを行えているか

を評価の対象に追加。 

むことにより、以下の効果が

期待される。 

• 荷主・元請事業者との安

全面におけるコミュニケ

ーションが充実する。 

• 荷主・元請事業者から、

安全面に配慮した発注が

行われる。 

• 経営トップが安全に対す

る知識を得たり、意識を

高めたりできる。 

• 元請事業者による要請、

指導、確認を通じて、管

理者の意識が高まる。

等 

（７）安全マネジメン

ト体制の整っている

事業者に対するイン

センティブの付与 

国土交通省が、安全マネジメント評

価の結果、安全マネジメント体制が

整っていると認められる自動車運

送事業者に対しては、監査周期を延

長。また、貨物自動車運送適正化事

業実施機関が、安全マネジメント体

制が整っていることをトラック事

業者のＧマーク認定の評価項目の

中に組み込み、重点的な配点を実

施。更に、国土交通省が、安全マネ

ジメント評価の結果が優良な事業

者に対し、事業者名の公表及び行政

手続上の優遇措置等を講ずること

を検討。 

安全マネジメント体制を整

えるインセンティブが高ま

り、以下の効果が期待され

る。 

• 経営トップが安全に対す

る知識を得たり、意識を

高めたりできる。 

• 評価・審査等を通じて、

管理者の意識が高まる。

等 

２．運行管理制度 

（１）運転者に対する

指導・監督内容の明確

化 

国土交通省が、運行管理者が運転者

に対して、「指導・監督指針」（告示）

に従って実効性のある指導・監督を

行えるよう、マニュアルを作成。 

運転者に対する指導・監督の

実効性が高まり、以下の効果

が期待される。 

• マニュアルの理解・活用

等を通じて、管理者が育

成される。 
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総合安全プランにおける 

「取り組むべき課題」 

総合安全プランにおける 

「施策」の概要 

（平成 21 年３月発表時点） 

トラック追突事故 

に対する期待効果 

• 運転者が正しい知識を習

得できる。 

• 運転者の安全意識が高ま

る。 

• 運転者が正しく危険予知

を実践できるようにな

る。 

• 運転者が自らの適性を踏

まえて運転できるように

なる。 等 

（２）指導・監督の実

施の記録及び保存の

義務付け 

国土交通省が、省令を改正し、運行

管理者が運転者に対して行う指

導・監督の実施の記録及び当該記録

の保存を義務付け。 

監査や巡回指導等で実施状

況を確認できるようになる

ことにより、以下の効果が期

待される。 

• 経営トップが安全に対す

る知識を得たり、意識を

高めたりできる。 

• 監査等を通じて、管理者

の意識が高まる。 等 

（３）上級講習（仮称） NASVA 等の講習実施機関が、運行管

理者の更なるスキルアップのため、

以下の内容で実践的な運行管理者

講習（上級講習（仮称））の実施を

検討。 

• ドライブレコーダーやデジタル

式運行記録計等の新技術の運行

管理への活用。 

• 運行管理者が、適性診断に基づ

き適切な指導を行うための指導

方法。等 

運行管理者に対する講習、運

行管理者試験により、以下の

効果が期待される。 

• 実践的な運行管理に関す

るスキルを有する管理者

が育成される。 等 

（４）運行管理者試験

における出題等の見

直し 

運行管理者試験センターが、運行管

理者試験について、より効果的に実

務上の知識及び能力を問うことが

できるよう、出題及び配点を見直

し。 
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総合安全プランにおける 

「取り組むべき課題」 

総合安全プランにおける 

「施策」の概要 

（平成 21 年３月発表時点） 

トラック追突事故 

に対する期待効果 

（５）運行管理者の補

助者の権限等の明確

化 

国土交通省が、運行管理の補助者の

権限等を明確化するため、関係通達

を改正。 

点呼における運行管理者や

補助者の責任が明確化され、

また、飲酒運転に関する専門

教育が充実することにより、

以下の効果が期待される。 

• 点呼が十分に実施され

る。 

• 管理者が正しい知識を習

得できる。 

• 飲酒運転を防ぐことがで

きる。 等 

（６）点呼時における

アルコールチェッカ

ーの使用の義務付け 

国土交通省が、飲酒運転根絶のた

め、省令・通達を改正して、点呼時

におけるアルコールチェッカーの

使用を義務付け。 

（７）運行管理者講習

等におけるアルコー

ルに関する専門的教

育 

NASVA 等の講習実施機関が、運転者

に対する飲酒運転防止の指導を充

実させるため、関係機関と協力して

アルコールに関する専門的な教育

を、運行管理者講習等で実施。 

（８）運行記録計の義

務付けの拡大 

国土交通省が、トラック事業におい

て、現在、運行記録計の義務付けの

対象外とされている自動車のうち、

長距離運転が常態化しやすいと考

えられるものについて、義務付けの

拡大を検討。また、過労防止以外の

観点（安全対策・環境対策等）から

運行記録計の必要性、活用方策につ

いて検討し、これを踏まえ義務付け

範囲の拡大について検討。 

IT 等の先進安全技術が普及

し、活用されることにより、

過労運転防止に向けた以下

の効果が期待される。 

• 運転時間、休憩時間等を

正確に把握できる。 

• 無理な運行計画を立てな

くなる。 

• スピードを出しすぎてい

ないか確認できる。 

• 車間距離を詰めすぎてい

ないか、確認できる。 

• 事故やヒヤリハットの映

像を用いた安全教育を行

うことにより、運転者の

知識や意識を向上でき

る。 等 

（９）映像記録型ドラ

イブレコーダー、デジ

タル式運行記録計等

を活用した運行管理

の高度化 

国土交通省が、映像記録型ドライブ

レコーダー、デジタル式運行記録計

といった IT 機器を活用し、安全対

策・環境対策の推進、経営の効率化

等、運行管理の高度化を一体的に進

めるため、機器の仕様の作成、導入

インセンティブの付与等更なる普

及方策について必要な検討を実施。

（１０）IT 点呼に係る

要件の拡大 

国土交通省が、新たな IT 点呼実施

の実証実験結果を踏まえ、IT 点呼

実施に係る要件拡大を検討。 
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総合安全プランにおける 

「取り組むべき課題」 

総合安全プランにおける 

「施策」の概要 

（平成 21 年３月発表時点） 

トラック追突事故 

に対する期待効果 

３．事故情報の活用充

実 

（１）業界全体での事

故情報の共有 

国土交通省が、業界全体で事故情報

を共有化するため、メールマガジン

「自動車安全（仮称）」を創設。 

事故情報の適時・適切な共有

を行うことにより、以下の効

果が期待される。 

• 他社の事故情報の活用を

通じて、事故原因の気づ

きや適切な対策を講じる

ことにより、管理者が育

成される。 

• 他社の事故情報を知るこ

とにより、運転者の知識

や意識が向上する。 等

（２）事故速報の報告

範囲及び報告時期の

見直し 

国土交通省が、「自動車事故報告規

則」（省令）を以下の通り改正。 

• 事故速報の報告範囲の拡大 

• 事故速報の報告時期の迅速化 

４．運転者対策の充

実･強化 

（１）運転者の健康管

理に係る指針の作成 

国土交通省が、運転者に多い疾病、

運行管理上の観点から把握すべき

症状、それらが運行に及ぼす影響等

を医学的な見地から調査・分析。こ

れに基づき、健康状態に応じた乗務

可否の判断の基準等を示した指針

（ガイドライン）を作成。また、当

該ガイドラインにおいて、健康診断

で異常が認められた乗務員に対し、

再検査の受診結果の提示を求める

べきこと等を明確化。更に、事業者

団体等を通じて、上記ガイドライン

の徹底及びフォローアップを実施。

健康起因事故の防止に向け

て、以下の効果が期待され

る。 

• 生活習慣と事故との関係

について理解することに

より、管理者が育成され

る。 

• 運転者の生活習慣が改善

し、疾病にかかりにくく

なり、また、運転中に発

症する可能性が低くなる

• 運転者の睡眠時間が確保

され、居眠り運転の可能

性が低くなる。 等 

（２）事故歴等の把握 国土交通省が、新規採用運転者の指

導・監督に関して、告示・通達を改

正。（過去の事故歴及び違反歴を把

握すべきこと、事故歴を把握した場

合には適性診断（特定診断）を確実

に受診させること等） 

事業者が運転者を採用する

際に過去の事故歴及び違反

歴を把握することにより、以

下の効果が期待される。 

• 優良な運転者の確保。 

• 適性診断（特定診断）を

活用することによる、運

転者の意識・適性向上。

等 
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総合安全プランにおける 

「取り組むべき課題」 

総合安全プランにおける 

「施策」の概要 

（平成 21 年３月発表時点） 

トラック追突事故 

に対する期待効果 

５．荷主等の発注者へ

の対策 

国土交通省が、自動車運送事業者が

惹起した重大事故及び法令違反に

関して発注者の関与が認められた

場合には、当該発注者の名称等を公

表することとするよう、通達改正等

により必要な措置を実施。 

荷主や元請事業者が、安全の

確保を阻害するような発注

を行いにくくすることによ

り、以下の効果が期待でき

る。 

• 事業者と荷主・元請事業

者との安全面におけるコ

ミュニケーションが充実

する。 

• 荷主・元請事業者から、

安全面に配慮した発注が

行われる。 等 

６．事後チェック機能

の充実・強化 

（１）監査要員の増員 

国土交通省が、監査要員の増員を図

り、監査体制の強化を推進。 

行政による事後チェック機

能が充実・強化されることに

より、以下の効果が期待され

る。 

• 経営トップが安全に対す

る知識を得たり、意識を

高めたりできる。 

• 監査等を通じて、管理者

の意識が高まる。 等 

（２）効率的な監査の

実施 

国土交通省が、監査の効率化を図る

ため、臨店監査（特別監査を除く）

の実施に当たっての重点項目を監

査端緒毎に明確化。 

（３）連携する民間団

体職員に対する研修 

国土交通省が、貨物自動車運送適正

化実施機関等、監査と連携する民間

団体の職員の巡回指導等の資質向

上のため、当該職員に対し、国土交

通大学校における研修、国土交通省

職員を派遣しての研修等を実施。 

 

（４）監査における関

係省庁間の連携 

国土交通省が、労働局との合同監

査・監督の充実を図るため、厚生労

働省との間で監査方針を統一。 

（５）行政処分対象の

拡大 

国土交通省が、最低賃金法に違反し

ている場合について、行政処分の対

象に追加。 

（６）処分基準の強化 国土交通省が、飲酒運転が行われた

場合には、他の悪質違反の場合に比

し、より重い行政処分が課すことが
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総合安全プランにおける 

「取り組むべき課題」 

総合安全プランにおける 

「施策」の概要 

（平成 21 年３月発表時点） 

トラック追突事故 

に対する期待効果 

できるよう、処分基準を強化。また、

その他、法令違反等の実態を踏ま

え、労働関係・社会保険関係の法令

違反を含め、処分基準を強化。 

（７）処分逃れの防止 国土交通省が、処分逃れ対策とし

て、処分基準の改正等を実施。また、

必要な場合には、処分逃れをした事

業者及びその経営者等を貨物自動

車運送事業法等の違反容疑で刑事

告発を実施。 

（８）貨物事業許可基

準未満の事業者に対

する集中的な監査 

国土交通省が、貨物事業許可基準

（５両）未満の車両数の事業者に対

して、優先的、集中的に監査を実施。

７．車両の安全対策 

（１）アルコール・イ

ンターロック装置の

普及 

国土交通省が、内閣府の行う常習飲

酒運転者の飲酒運転行動抑止に関

する調査研究・各種検証の結果を踏

まえ、呼気吹き込み式アルコール・

インターロック装置の技術指針

（案）最終化。また、呼気吹き込み

式アルコール・インターロック装置

の技術指針に基づき、適合品をユー

ザーが容易に識別できるよう、装置

の認定制度の創設等を行い、呼気吹

き込み式アルコール・インターロッ

ク装置の普及を促進。更に、手の平

の汗に含まれるアルコールを検知

し飲酒運転を防止する等の新たな

技術開発を促進。 

車両にアルコールチェック

機能が搭載されることによ

り、以下の効果が期待され

る。 

• 飲酒運転を防止できる。

（２）衝突被害軽減ブ

レーキの普及促進 

国土交通省が、以下の通り、大型車

の衝突被害軽減ブレーキの普及を

促進。 

• 衝突被害軽減ブレーキの補助装

置を継続・拡充。 

• 新車への装着義務化について検

討。 

車両面での予防安全技術が

普及することにより、以下の

効果が期待される。 

• 衝突被害軽減ブレーキが

搭載され、事故が回避で

きたり、発生しても被害

を軽減できたりする。 
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総合安全プランにおける 

「取り組むべき課題」 

総合安全プランにおける 

「施策」の概要 

（平成 21 年３月発表時点） 

トラック追突事故 

に対する期待効果 

• 税制優遇措置の検討及び任意保

険料率への反映に向けた検討を

実施。 

• 居眠り検知技術による運

転支援により、居眠り運

転の可能性を低くでき

る。 

• スピードリミッターの不

正改造を防止することに

より、スピードの出しす

ぎを防止できる。 

（３）新たな予防安全

技術の普及促進 

国土交通省が、大型車の EVSC（電

子式車両姿勢制御装置）の基準化・

義務化のため、事故削減効果等の調

査を行い、その普及を促進。また、

先進安全自動車（ASV）推進計画に

基づき、産学官連携の下、広報活動

等を通して実用化されている ASV

技術の普及を促進。更に、居眠り等

のドライバーの状態検知技術や通

信技術を利用したドライバーへの

警報支援装置の開発・実用化を促

進。 

（４）スピードリミッ

ターの不正改造の防

止 

国土交通省が、スピードリミッター

の不正改造防止のため、各種対策を

実施。また、デジタル式運行記録計

や OBD（On-board diagnosis：車載

診断装置）を用いて不正改造履歴の

記録が行えるよう技術開発を行い、

将来的には義務付ける等の対策を

検討。 

８．整備の充実・強化 

（１）車輪脱落事故等

の再発防止 

国土交通省が、大型車の車輪脱落事

故や車両火災に係る再発防止策を

含め、確実な点検整備の実施につい

て、自動車点検整備推進運動、整備

管理者研修等により啓発を促進。ま

た、社会的影響の大きな車両事故が

発生した場合の調査結果の取扱い

手順を策定し、自動車運送事業者又

は整備事業者に対する監査の実施

等の再発防止策について明確化。更

に、ホイール取付方法について、混

在するJIS方式とISO方式それぞれ

車輪脱落事故対策であり、追

突事故とは関連しない。 
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総合安全プランにおける 

「取り組むべき課題」 

総合安全プランにおける 

「施策」の概要 

（平成 21 年３月発表時点） 

トラック追突事故 

に対する期待効果 

における適切な点検整備の方法等

の周知を徹底。 

（２）整備管理の徹底 国土交通省が、整備管理者研修等に

おいて、新制度の周知徹底を図ると

ともに、点検整備実施率の向上、整

備管理者研修受講率の引き上げ、事

故の再発防止策の徹底のため、整備

管理者研修を充実。また、点検整備

実施率の向上のため、処分基準を強

化。 

車両整備が、より適切に行わ

れることにより、以下の効果

が期待される。 

• ブレーキ性能が維持さ

れ、予測した制動距離で

停止できる。 等 

９．利用者等が安全性

の観点から運送サー

ビスを容易に取捨選

択できる仕組みの整

備 

（１）タクシー事業 

タクシー事業固有の取り組みであ

るため、省略。 

タクシー事業及び貸切バス

事業固有の取り組みであり、

トラック追突事故とは関連

しない。（なお、左記の観点

では、トラック事業が先行し

て「貨物自動車運送事業安全

性評価事業」（Ｇマーク制度）

を実施している。 

（２）貸切バス事業 貸切バス事業固有の取り組みであ

るため、省略。 

１０．道路交通環境の

改善 

国土交通省及び警察庁が、以下を実

施。 

• 事故の発生割合が高い区間にお

ける交差点改良や歩道の整備、

中央帯の設置、信号機改良等。 

• 通学路における歩道の整備やカ

ラー舗装、防護柵の設置等。 

• 生活道路への通過交通が多く、

事故の発生割合が高い地区にお

いて、生活道路への通過交通を

抑制するためのクランクやハン

プ等の設置による、歩行者等の

安心・安全の確保。 

• 防護柵や道路反射鏡等の交通安

全施設の適切な維持・管理を実

施。等 

走行環境の整備が進むこと

により、以下の効果が期待さ

れる。 

• 交差点改良等により、自

車の先が見やすくなる。

等 
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（２） その他 
総合安全プラン以外で、追突事故の減少に寄与すると考えられる取り組みを次表に

整理した。 

 

表 １１ 総合安全プラン以外の取り組みとトラック追突事故減少の関係（例） 

取り組み 取り組みの概要 
トラック追突事故 

に対する期待効果 

運輸の安全確保に関

する政策ビジョン 

【国土交通省】 

安全管理体制確保に向けて以下の

方向性で取り組みを実施。 

• 中小事業者に対する啓発・普及

活動の強化。 

• 大手・中堅事業者における安全

管理の実効性の確保。 

• 運輸安全マネジメント評価等を

行う人材の確保及び育成。 

• 安全管理に関する新たな動向へ

の対応。 

比較的保有車両台数の少な

い事業者に対する啓発・普及

活動が強化され、また、大

手・中堅事業者における安全

管理の実効性の確保が進め

られることにより、以下の効

果が期待される。 

• 経営トップが安全に対す

る知識を得たり、意識を高

めたりできる。 

• 評価・研修等を通じて、管

理者が高まる。 

• 社内監査が適切に行われ

るようになる。 等 

【取り組み詳細】 

http://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo10_hh_000024.html 

荷主団体に対し発注

時の配慮について協

力要請 

【国土交通省】 

【厚生労働省】 

貨物自動車運送業務の関係荷主団

体に対し、貨物自動車運送業務の発

注における条件面への十分な配慮

等について協力要請を実施。 

荷主団体が自動車運送業務

の発注における条件面に十

分に配慮することで、以下の

効果が期待される。 

• 荷主・元請事業者から、

安全面に配慮した発注が

行われる。 

• 長時間労働による過労運

転等が減少し、無理な運

行計画を立てなくなる。 

• 無理な運行計画を立てな

くなることにより、運転

者の疲労や疲労に伴う居

眠りが少なくなる。 
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取り組み 取り組みの概要 
トラック追突事故 

に対する期待効果 

• 無理な運行計画を立てな

くなることにより、運転

者の急ぎ・焦りが生じる

可能性が少なくなる。

等 

【取り組み詳細（例）】 

http://tokyo-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/news_topics/houdo

u/2009/20100326-yousei.html 

貨物自動車運送事業

安全性評価事業（Ｇマ

ーク）の普及活動 

【社団法人全日本ト

ラック協会】 

利用者がより安全性の高い事業者

を選びやすくするとともに、事業

者全体の安全性の向上に対する意

識を高めるための環境整備を図る

ため、事業者の安全性を正当に評

価し、認定し、公表する制度とし

てのＧマークの普及を推進。 

Ｇマークの普及が進み、安全に

関して一定レベル以上の取り

組みを行う事業者が増加する

ことで、以下の効果が期待され

る。 

• 経営トップが安全に対する

知識を得たり、意識を高め

たりできる。 

• 評価・研修等を通じて、管

理者が育成される。 

• 運転者が正しい知識を習得

できる。 

• 運転者の安全意識が高ま

る。 

• 運転者が自らの適性を踏ま

えて運転できるようにな

る。 等 

【取り組み詳細】 

http://www.jta.or.jp/gmark/gmark.html 

 

また、参考として、トラック事業の経営環境改善に寄与すると考えられる取り組み

を次表に整理した。 

 

表 １２ トラック事業の経営環境改善に寄与すると考えられる取り組み（例） 

取り組み 取り組みの概要 期待効果 

トラック輸送適正取

引推進パートナーシ

ップ会議 

荷主、元請事業者、下請事業者の

協働により、トラック運送業にお

ける適正取引を推進するため、望

荷主、運送事業者相互の安全に

対する理解が深まり、安全運

行、従業員・ドライバーの健康
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取り組み 取り組みの概要 期待効果 

【国土交通省】 ましい取引形態の普及、問題とな

る取引形態の防止等を図るための

会議を設置。 

管理が徹底されることにより、

以下の効果が期待される。 

• 事業者と荷主・元請事業者

との安全面におけるコミュ

ニケーションが充実する。

• 荷主・元請事業者から、安

全面に配慮した発注が行わ

れる。 等 

【取り組み詳細】 

http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk4_000011.html 

トラック産業の将来

ビジョンに関する検

討会 

【国土交通省】 

トラック産業の有する可能性をも

とに、将来に向けて目標とすべき

トラック運送事業者のあるべき姿

を提示するとともに、規制緩和後

の変化を検証し、公平・公正な競

争環境を実現していくために克服

すべき課題を整理。 

現状、厳しい経営環境に置かれ

ている運送事業者にとって、経

営状況が改善することにより、

安全への取り組みに対して、経

営資源をより適切に投じるこ

とができるようになる。 等 

【取り組み詳細】 

http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk4_000016.html 

 

３．４ 「対策検討」における今後の課題について 
対策検討の過程で、本年度事業として結論を出すに至らなかった点を今後の課題として

次表にまとめた。 

 

表 １３ 「対策検討」における今後の課題 

項目 課題 

○全般 

 

• マニュアル策定以外の事故防止効果の高い施策についての検討・

整理をする。 

○マニュアル • 「国土交通省サイトへの掲載」「同省メールマガジンでの PR」等

を検討中であるが、効果的な周知や配布の方法を更に検討する。

• 活用状況の把握等、マニュアルの効果検証方法を検討する。 

○アンケート調査、ヒ

アリング調査 

• 本年度事業で実施した事業者へのアンケート及びヒアリングの目

的は、トラック追突事故防止に関するマニュアル作成の基礎資料

として、事故防止の取り組みに関する情報を収集することにあっ

た。そのため、事業者の実態という観点からは、結果の分析を詳

細に実施するには至ってない。そこで、これら結果の更なる分析

を実施することを検討する。 
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４． 補足資料 
４．１ 本検討会で過去に取りあげた個別のトラック追突事故事例（34 事例15） 

                            
15 各事例の詳細については国土交通省サイト（http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03analysis/examination.html）

を参照。 
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年
間

計
画

に
よ

る
指

導
に

運
転

者
が

必
ず

し
も

参
加

す
る

必
要

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

過
労

運
転

の
危

険
性

、
適

性
診

断
結

果
に

基
づ

く
運

転
者

に
対

す
る

指
導

な
ど

、
安

全
運

行
に

関
す

る
指

導
・
監

督
が

不
足

し
て

い
た

可
能

性
が

考
え

ら
れ

る
。

○
Ａ

Ｓ
Ｖ

技
術

の
必

要
性

当
該

運
転

者
は

、
疲

労
の

蓄
積

、
動

体
視

力
の

劣
え

、
前

方
の

道
路

案
内

標
識

の
確

認
、

漫
然

運
転

な
ど

か
ら

、
当

該
運

転
者

は
駐

車
車

両
を

発
見

す
る

の
が

遅
れ

た
可

能
性

が
考

え
ら

れ
る

。

-

再
発

防
止

策

①
運

転
者

は
、

運
転

中
は

運
転

に
集

中
し

、
前

方
に

注
意

し
て

走
行

す
る

。
②

運
転

者
は

、
疲

労
の

蓄
積

や
動

体
視

力
の

衰
え

が
運

転
に

及
ぼ

す
危

険
性

を
認

識
し

、
疲

労
を

感
じ

た
時

は
、

休
憩

す
る

等
の

対
応

を
行

う
。

①
運

行
管

理
者

は
、

「
自

動
車

運
転

者
の

労
働

時
間

等
改

善
の

た
め

の
基

準
」
を

遵
守

す
る

た
め

、
基

準
の

内
容

を
正

し
く
理

解
す

る
と

と
も

に
、

こ
れ

に
基

づ
く
乗

務
割

を
作

成
し

、
運

転
者

に
対

す
る

運
行

指
示

を
行

う
。

②
運

行
管

理
者

は
、

年
間

計
画

に
基

づ
い

て
、

全
て

の
運

転
者

に
対

し
て

網
羅

的
に

指
導

・
監

督
を

行
う

。

○
運

転
者

の
安

全
運

転
を

支
援

す
る

た
め

、
前

方
で

衝
突

す
る

可
能

性
が

あ
る

障
害

物
等

を
カ

メ
ラ

等
を

利
用

し
て

検
知

し
て

警
報

す
る

Ａ
Ｓ

Ｖ
技

術
を

備
え

た
車

両
の

開
発

・
普

及
を

促
進

す
る

。
-

要
因

①
 わ

き
見

運
転

の
危

険
性

の
認

識
不

足
当

該
運

転
者

は
、

高
速

道
路

を
運

行
し

て
い

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
座

席
後

部
の

ベ
ッ

ド
に

置
い

て
い

た
布

製
手

提
げ

袋
か

ら
財

布
を

取
り

出
そ

う
と

し
て

、
約

７
秒

間
の

わ
き

見
運

転
を

し
た

。
②

 渋
滞

情
報

に
対

す
る

配
慮

の
欠

如
当

該
運

転
者

は
、

渋
滞

情
報

を
確

認
し

て
い

た
が

、
事

故
現

場
地

点
ま

で
渋

滞
が

及
ん

で
い

る
と

は
思

っ
て

い
な

か
っ

た
。

①
 不

適
切

な
点

呼
に

よ
る

安
全

運
転

に
関

す
る

指
導

の
不

足
事

故
当

日
、

当
該

運
転

者
は

あ
ら

か
じ

め
予

定
さ

れ
て

い
た

時
間

よ
り

早
く

出
勤

し
、

運
行

管
理

者
が

不
在

で
あ

っ
た

た
め

、
運

行
管

理
者

に
よ

る
電

話
点

呼
を

受
け

た
後

、
出

庫
し

た
。

こ
の

た
め

、
高

速
道

路
上

に
お

け
る

わ
き

見
運

転
の

危
険

性
に

関
す

る
指

示
等

、
安

全
運

転
に

関
す

る
指

導
が

不
足

し
て

い
た

可
能

性
が

考
え

ら
れ

る
。

②
 安

全
運

行
に

関
す

る
指

導
・
監

督
の

不
足

当
該

事
業

所
で

は
、

運
転

者
に

対
す

る
指

導
・
監

督
時

に
お

い
て

、
高

速
道

路
に

お
け

る
わ

き
見

運
転

の
危

険
性

、
渋

滞
へ

の
注

意
等

が
指

導
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
可

能
性

が
考

え
ら

れ
る

。

○
Ａ

Ｓ
Ｖ

技
術

の
必

要
性

当
該

事
故

は
、

運
転

者
が

座
席

後
部

の
ベ

ッ
ト

に
置

い
て

い
た

荷
物

を
点

検
用

ハ
ン

マ
ー

で
た

ぐ
り

寄
せ

て
取

ろ
う

と
し

て
、

わ
き

見
運

転
を

し
て

い
た

た
め

、
前

方
で

渋
滞

に
よ

り
停

車
中

の
車

両
に

気
付

か
ず

発
生

し
た

と
認

め
ら

れ
る

。

-

再
発

防
止

策

①
運

転
者

は
、

運
転

中
の

車
両

が
、

1
 秒

間
に

移
動

す
る

距
離

を
知

る
な

ど
、

わ
き

見
運

転
の

危
険

性
を

理
解

し
、

運
転

中
は

、
運

転
に

集
中

し
て

わ
き

見
運

転
を

し
な

い
。

②
高

速
道

路
で

は
、

情
報

に
基

づ
い

て
、

前
方

を
よ

く
注

意
し

、
渋

滞
後

尾
が

確
認

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く
。

①
運

行
管

理
者

は
、

点
呼

を
必

ず
対

面
で

実
施

し
、

必
要

な
指

示
を

行
う

。
②

運
行

管
理

者
は

、
運

行
時

の
安

全
確

保
に

必
要

な
指

導
・
監

督
を

実
施

す
る

。

○
運

転
者

の
安

全
運

転
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
事

故
時

の
被

害
の

軽
減

を
図

る
た

め
、

Ａ
Ｓ

Ｖ
技

術
の

一
つ

で
あ

る
衝

突
被

害
軽

減
ブ

レ
ー

キ
を

装
備

し
た

車
両

の
導

入
を

促
進

す
る

。
-

要
因

①
 飲

酒
運

転
に

対
す

る
認

識
の

甘
さ

事
故

当
時

、
当

該
運

転
者

は
、

酒
気

帯
び

状
態

で
の

運
転

を
行

っ
て

い
た

こ
と

か
ら

、
酒

気
帯

び
運

転
の

危
険

性
を

認
識

せ
ず

に
運

行
を

行
っ

て
い

た
と

考
え

ら
れ

る
。

②
 わ

き
見

運
転

に
よ

る
前

方
車

両
の

認
知

の
遅

れ
当

該
運

転
者

は
、

携
帯

電
話

の
イ

ヤ
ホ

ン
を

片
づ

け
て

い
て

わ
き

見
運

転
を

し
、

前
方

の
交

差
点

で
車

両
が

停
止

し
て

い
る

の
に

気
付

く
の

が
遅

れ
た

可
能

性
が

考
え

ら
れ

る
。

③
 過

労
状

態
で

の
運

行
当

該
運

転
者

は
、

事
故

日
前

１
ヶ

月
の

勤
務

で
は

、
拘

束
時

間
1
6
 時

間
超

1
1
 件

、
拘

束
時

間
1
5
 時

間
超

２
件

、
１

ヶ
月

の
拘

束
時

間
2
9
3
 時

間
超

１
件

、
休

息
期

間
継

続
８

時
間

未
満

1
1
 件

、
運

転
時

間
２

日
平

均
９

時
間

超
４

件
、

運
転

時
間

２
週

間
ご

と
の

平
均

4
4
 時

間
超

１
件

と
「
自

動
車

運
転

者
の

労
働

時
間

等
改

善
の

た
め

の
基

準
」
に

関
す

る
違

反
が

か
な

り
見

ら
れ

た
こ

と
か

ら
、

慢
性

的
な

過
労

状
態

で
あ

っ
た

可
能

性
が

考
え

ら
れ

る
。

①
 不

適
切

な
運

行
管

理
当

該
事

業
者

で
は

、
運

行
管

理
者

・
補

助
者

は
平

日
の

日
中

し
か

出
勤

し
な

い
た

め
、

夜
間

や
早

朝
、

祝
日

等
に

は
電

話
で

点
呼

を
行

っ
て

い
た

こ
と

か
ら

、
当

該
運

行
に

お
い

て
も

、
点

呼
は

電
話

で
実

施
さ

れ
て

い
た

と
推

定
さ

れ
る

た
め

、
対

面
点

呼
に

よ
り

当
該

運
転

者
の

酒
気

帯
び

状
態

を
確

認
し

て
い

れ
ば

、
運

転
者

の
酒

気
帯

び
運

転
を

止
め

ら
れ

た
可

能
性

が
考

え
ら

れ
る

。
な

お
、

点
呼

実
施

率
は

4
9
％

（
乗

務
前

4
7
％

、
中

間
5
0
％

、
乗

務
後

3
9
％

）
で

あ
り

、
ま

た
、

対
面

で
実

施
さ

れ
て

い
る

と
し

て
い

る
点

呼
に

つ
い

て
も

、
日

報
と

点
呼

簿
と

の
時

間
的

な
ズ

レ
が

多
く
見

ら
れ

た
。

ま
た

、
点

呼
の

記
録

が
な

い
も

の
も

あ
っ

た
。

適
性

診
断

は
初

任
時

に
受

診
さ

せ
て

お
ら

ず
、

そ
の

後
受

診
さ

せ
た

診
断

結
果

に
基

づ
く
指

導
は

実
施

さ
れ

て
い

な
い

。
健

康
診

断
に

つ
い

て
は

、
実

施
し

て
お

ら
ず

、
運

転
者

の
健

康
状

態
に

つ
い

て
全

く
把

握
し

て
い

な
か

っ
た

。
②

 不
適

切
な

労
務

管
理

に
よ

る
過

労
運

転
当

該
事

業
者

で
は

、
運

転
時

間
、

休
憩

時
間

、
休

息
期

間
等

に
つ

い
て

は
運

転
者

に
委

ね
ら

れ
て

お
り

、
当

該
運

転
者

の
み

な
ら

ず
、

他
の

運
転

者
に

つ
い

て
も

、
「
自

動
車

運
転

者
の

労
働

時
間

等
改

善
の

た
め

の
基

準
」
に

関
す

る
違

反
が

認
め

ら
れ

た
。

当
該

運
転

者
だ

け
で

な
く
、

当
該

事
業

者
に

属
す

る
全

て
の

運
転

者
が

過
労

状
態

で
あ

っ
た

可
能

性
が

考
え

ら
れ

る
。

-
-

再
発

防
止

策

①
運

転
者

は
、

飲
酒

に
よ

る
運

転
の

危
険

性
を

十
分

に
認

識
す

る
と

と
も

に
、

ア
ル

コ
ー

ル
が

体
外

に
排

出
さ

れ
る

ま
で

の
時

間
な

ど
を

理
解

し
た

上
で

、
飲

酒
す

る
場

合
は

運
行

予
定

を
考

慮
し

て
酒

気
帯

び
運

転
に

な
ら

な
い

よ
う

に
す

る
。

②
運

転
中

の
車

両
が

１
秒

間
に

移
動

す
る

距
離

を
知

る
な

ど
、

わ
き

見
運

転
の

危
険

性
を

理
解

し
、

運
転

者
は

運
転

に
集

中
し

、
わ

き
見

運
転

を
し

な
い

。
③

運
転

者
は

、
過

労
が

運
転

に
及

ぼ
す

危
険

性
を

認
識

し
、

疲
労

を
感

じ
た

時
は

休
憩

す
る

等
の

対
応

を
行

う
。

① ・
運

行
管

理
者

は
、

運
行

管
理

業
務

が
安

全
運

行
の

た
め

に
必

要
不

可
欠

で
あ

る
こ

と
を

認
識

し
、

対
面

に
よ

る
点

呼
の

確
実

な
実

施
、

酒
気

帯
び

の
有

無
の

確
認

、
適

性
診

断
結

果
を

踏
ま

え
た

指
導

・
監

督
、

健
康

診
断

の
実

施
等

の
運

行
管

理
業

務
を

適
切

に
実

施
す

る
。

・
事

業
者

は
、

運
行

管
理

の
実

施
内

容
、

実
施

状
況

な
ど

を
管

理
・
指

導
す

る
体

制
を

つ
く
る

。
・
事

業
者

は
、

点
呼

が
必

要
な

時
に

点
呼

実
施

者
が

不
在

に
な

ら
な

い
よ

う
に

、
運

行
管

理
者

又
は

補
助

者
を

配
置

し
、

法
令

に
基

づ
き

、
確

実
に

対
面

に
よ

る
点

呼
を

行
う

。
ま

た
、

事
業

者
は

、
点

呼
の

際
に

は
、

目
視

等
に

よ
る

確
認

に
加

え
、

ア
ル

コ
ー

ル
検

知
器

を
使

用
し

、
運

転
者

の
酒

気
帯

び
の

有
無

を
確

認
す

る
。

②
運

行
管

理
者

は
、

「
自

動
車

運
転

者
の

労
働

時
間

等
改

善
の

た
め

の
基

準
」
に

違
反

し
な

い
よ

う
、

乗
務

割
を

作
成

し
、

こ
れ

に
従

っ
て

運
転

者
に

対
し

て
運

行
指

示
を

行
う

。

-
-

・
経

営
者

の
知

識
・
意

識
不

足
・
無

理
な

運
行

計
画

・
疲

労
・
運

転
者

の
特

性
・
反

応
の

遅
れ

・
運

転
者

へ
の

教
育

不
足

・
知

識
不

足
・
意

識
不

足
（
危

険
の

認
識

不
足

）
・
適

性
診

断
結

果
の

活
用

不
備

・
危

険
予

知
不

足
・
わ

き
見

（
社

外
・
標

識
）

・
加

齢
に

よ
る

身
体

能
力

の
低

下
・
車

間
距

離
警

報
な

し

・
対

面
点

呼
せ

ず
・
運

転
者

へ
の

教
育

不
足

・
知

識
不

足
・
意

識
不

足
（
危

険
の

認
識

不
足

）
・
わ

き
見

（
社

内
・
財

布
）

・
渋

滞
情

報
へ

の
配

慮
不

足
・
衝

突
被

害
軽

減
ブ

レ
ー

キ
な

し
・
反

応
の

遅
れ

・
対

面
点

呼
せ

ず
・
無

理
な

運
行

計
画

・
疲

労
・
健

康
管

理
の

不
備

・
監

査
・
チ

ェ
ッ

ク
の

不
備

・
飲

酒
・
適

性
診

断
結

果
の

活
用

不
備

・
運

転
者

の
特

性
・
わ

き
見

（
車

内
・
携

帯
電

話
）

・
反

応
の

遅
れ

1 2 3
5

6

4 3 1

3
2

6
1

5
7

7
5

H
2
2

⑤
H

2
2

④
H

2
2

②
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N
o
.

年
度

事
例

番
号

営
業

所
内

車
両

数
営

業
所

内
運

転
者

数
営

業
所

内
運

行
管

理
者

数

要
因

/
再

発
防

止
策

運
転

者
面

運
行

管
理

面
車

両
面

走
行

環
境

面
共

通
す

る
要

因

要
因

①
 飲

酒
に

よ
る

注
意

力
及

び
判

断
力

の
低

下
当

該
事

故
は

、
当

該
運

転
者

が
、

点
呼

を
受

け
ず

、
4
 時

3
0
 分

に
出

庫
し

、
運

転
し

な
が

ら
交

差
点

手
前

で
ボ

ー
ル

ペ
ン

を
探

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

信
号

待
ち

の
車

両
に

追
突

し
た

も
の

で
あ

る
。

当
該

運
転

者
は

、
事

故
日

前
夜

2
3
 時

ま
で

飲
酒

し
て

お
り

、
事

故
後

、
警

察
の

調
査

で
、

呼
気

中
0
.1

5
m

g/
l以

上
の

ア
ル

コ
ー

ル
が

検
出

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

事
故

時
に

は
注

意
力

及
び

判
断

力
が

低
下

し
て

お
り

、
こ

れ
に

よ
り

運
転

者
が

運
転

中
に

ボ
ー

ル
ペ

ン
を

探
す

と
い

っ
た

危
険

な
行

為
を

行
い

、
事

故
を

起
し

た
可

能
性

が
考

え
ら

れ
る

。
②

 わ
き

見
運

転
当

該
運

転
者

が
「
ボ

ー
ル

ペ
ン

を
探

す
た

め
に

わ
き

見
運

転
と

な
っ

た
」
と

証
言

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
運

転
者

が
わ

き
見

運
転

を
し

て
い

た
と

認
め

ら
れ

る
。

①
 点

呼
の

未
実

施
当

該
営

業
所

で
は

、
運

行
管

理
者

を
2
 名

選
任

し
て

い
た

が
、

早
朝

は
運

行
管

理
者

不
在

の
状

態
で

あ
っ

た
と

認
め

ら
れ

る
。

運
行

管
理

者
が

不
在

と
な

る
早

朝
等

は
点

呼
を

行
っ

て
お

ら
ず

、
当

該
運

転
者

の
酒

気
帯

び
状

態
を

確
認

し
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
酒

気
帯

び
運

転
を

止
め

ら
れ

な
か

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
②

 指
導

及
び

監
督

の
不

足
当

該
運

転
者

は
、

事
故

日
前

夜
に

飲
酒

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
飲

酒
が

運
転

に
及

ぼ
す

影
響

や
、

ア
ル

コ
ー

ル
が

体
外

に
排

出
さ

れ
る

時
間

な
ど

の
指

導
が

不
足

し
て

い
た

可
能

性
が

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
当

該
運

転
者

が
わ

き
見

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
わ

き
見

の
危

険
性

な
ど

の
指

導
が

不
足

し
て

い
た

可
能

性
が

考
え

ら
れ

る
。

-
-

再
発

防
止

策

①
運

転
者

は
、

飲
酒

が
運

転
に

及
ぼ

す
影

響
や

、
ア

ル
コ

ー
ル

が
体

外
に

排
出

さ
れ

る
ま

で
の

時
間

な
ど

を
理

解
し

、
運

行
予

定
の

前
夜

は
飲

酒
を

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
②

運
転

中
の

車
両

が
1
 秒

間
に

移
動

す
る

距
離

や
追

突
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
な

ど
、

わ
き

見
運

転
の

危
険

性
を

定
量

的
か

つ
具

体
的

に
理

解
し

、
わ

き
見

を
し

な
い

よ
う

心
が

け
る

。

①
事

業
者

は
、

点
呼

が
必

要
な

時
に

点
呼

実
施

者
が

不
在

に
な

ら
な

い
よ

う
に

、
運

行
管

理
者

又
は

運
行

管
理

補
助

者
を

配
置

し
、

法
令

に
基

づ
き

、
確

実
に

対
面

に
よ

る
点

呼
を

行
い

、
点

呼
の

際
は

、
ア

ル
コ

ー
ル

検
知

器
を

使
用

し
、

そ
の

結
果

を
参

考
に

酒
気

帯
び

の
有

無
を

確
認

す
る

。
② ・
 運

転
者

が
運

行
前

夜
に

飲
酒

を
行

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
飲

酒
が

運
転

に
及

ぼ
す

影
響

、
ア

ル
コ

ー
ル

が
体

外
に

排
出

さ
れ

る
ま

で
の

時
間

な
ど

、
よ

り
実

用
的

か
つ

具
体

的
な

指
導

を
実

施
す

る
。

・
 運

転
中

の
車

両
が

1
 秒

間
に

移
動

す
る

距
離

や
追

突
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
な

ど
、

定
量

的
か

つ
具

体
的

な
指

導
を

実
施

し
、

運
転

者
の

わ
き

見
運

転
の

危
険

性
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
。

-
-

要
因

①
 脇

見
運

転
当

該
事

故
は

、
国

道
（
制

限
速

度
5
0
km

/
h
）
に

お
い

て
、

当
該

車
両

が
5
5
km

/
h
 で

走
行

中
、

信
号

待
ち

で
停

車
し

て
い

る
車

列
に

ノ
ー

ブ
レ

ー
キ

で
追

突
し

た
も

の
で

あ
る

。
当

該
運

転
者

が
「
電

話
を

か
け

る
場

所
を

探
し

て
横

を
向

い
て

い
た

た
め

、
前

方
の

車
両

に
は

気
が

つ
か

な
か

っ
た

。
」
と

証
言

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
運

転
者

は
脇

見
運

転
の

た
め

事
故

を
起

こ
し

た
と

認
め

ら
れ

る
。

②
 過

労
運

転
当

該
運

転
者

は
、

事
故

日
の

9
 日

前
か

ら
連

続
運

行
し

て
い

た
。

ま
た

、
事

故
前

日
の

未
明

か
ら

の
昼

夜
を

問
わ

な
い

運
行

に
よ

り
、

1
 日

半
の

走
行

距
離

が
約

1
2
0
0
km

 に
達

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
事

故
時

、
当

該
運

転
者

は
相

当
過

労
状

態
で

あ
っ

た
と

推
定

で
き

る
。

そ
の

た
め

、
注

意
力

及
び

判
断

力
が

低
下

し
脇

見
に

よ
る

事
故

を
起

こ
し

た
可

能
性

が
考

え
ら

れ
る

。

①
 労

務
管

理
の

不
徹

底
事

故
日

前
1
 ヶ

月
の

改
善

基
準

告
示

違
反

状
況

、
当

該
事

故
日

ま
で

の
9

日
間

連
続

運
行

し
車

内
で

寝
泊

り
を

繰
り

返
し

て
い

た
こ

と
、

前
日

か
ら

の
運

行
状

況
な

ど
か

ら
、

当
該

運
行

は
運

転
者

任
せ

で
あ

り
、

事
業

者
は

、
労

務
管

理
が

で
き

て
い

な
か

っ
た

と
認

め
ら

れ
る

。
そ

の
た

め
、

事
故

当
日

当
該

運
転

者
は

相
当

過
労

状
態

で
あ

っ
た

と
推

定
さ

れ
、

こ
れ

に
よ

り
注

意
力

及
び

判
断

力
が

低
下

し
事

故
を

起
こ

し
た

可
能

性
が

考
え

ら
れ

る
。

②
 指

導
及

び
監

督
の

未
実

施
指

導
実

施
計

画
が

作
成

さ
れ

て
お

ら
ず

、
当

該
運

転
者

へ
の

指
導

及
び

監
督

を
全

く
行

っ
て

い
な

か
っ

た
と

認
め

ら
れ

る
。

③
 運

行
指

示
の

不
徹

底
事

業
者

は
事

故
前

日
及

び
当

日
の

運
行

指
示

書
を

作
成

し
て

お
ら

ず
、

運
送

指
示

は
、

運
送

依
頼

者
か

ら
直

接
運

転
者

に
口

頭
で

伝
え

ら
れ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

当
該

運
行

は
運

転
者

任
せ

で
あ

っ
た

と
認

め
ら

れ
る

。

○
Ａ

Ｓ
Ｖ

技
術

当
該

事
故

は
、

運
転

者
が

脇
見

運
転

を
し

て
い

た
こ

と
に

よ
り

、
前

方
で

停
車

中
の

車
両

に
気

付
か

な
か

っ
た

た
め

発
生

し
た

と
認

め
ら

れ
る

が
、

当
該

車
両

に
は

、
こ

の
よ

う
な

事
故

を
防

ぎ
、

又
は

被
害

を
軽

減
す

る
た

め
の

Ａ
Ｓ

Ｖ
技

術
が

導
入

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。

-

再
発

防
止

策

①
運

転
中

の
車

両
が

1
 秒

間
に

移
動

す
る

距
離

を
知

る
な

ど
、

脇
見

運
転

の
危

険
性

を
理

解
し

、
脇

見
を

し
な

い
。

②
疲

労
を

感
じ

た
場

合
、

無
理

に
運

行
を

続
け

ず
に

適
宜

休
憩

を
取

る
。

①
事

業
者

は
、

改
善

基
準

告
示

違
反

と
な

ら
な

い
よ

う
な

運
行

計
画

を
作

成
し

、
運

転
者

が
過

労
運

転
に

な
ら

な
い

よ
う

に
す

る
。

②
事

業
者

は
、

指
導

実
施

計
画

を
作

成
し

た
上

で
運

転
者

に
対

す
る

指
導

を
行

う
。

③
対

面
に

よ
る

点
呼

を
行

う
こ

と
が

で
き

な
い

運
行

に
お

い
て

は
、

事
業

者
が

運
行

指
示

書
を

作
成

し
、

運
転

者
に

運
行

指
示

を
徹

底
す

る
。

○
運

転
者

の
安

全
運

転
を

支
援

し
、

事
故

時
の

被
害

の
軽

減
を

図
る

た
め

、
衝

突
被

害
軽

減
ブ

レ
ー

キ
（
追

突
す

る
危

険
性

が
高

ま
っ

た
際

に
、

運
転

者
に

対
し

て
警

報
音

に
よ

る
注

意
を

行
う

と
と

も
に

、
自

動
的

に
ブ

レ
ー

キ
が

作
動

す
る

。
）
を

装
備

し
た

車
両

を
導

入
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

-

要
因

①
2
0
日

間
連

続
勤

務
で

あ
り

、
過

労
で

あ
っ

た
。

②
前

日
の

睡
眠

時
間

が
４

時
間

3
0
分

と
不

足
し

て
い

た
。

①
適

切
な

点
呼

が
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。

②
個

々
の

労
働

時
間

を
責

任
者

が
管

理
し

て
い

な
い

。
ま

た
、

乗
務

基
本

ダ
イ

ヤ
を

作
成

し
て

い
な

い
。

③
当

該
運

転
者

は
他

社
で

運
転

経
験

が
３

年
あ

り
、

自
社

採
用

時
に

乗
務

員
の

個
別

指
導

を
行

っ
て

い
な

い
。

④
適

性
診

断
を

運
転

者
に

受
診

さ
せ

て
い

な
い

。

-

①
街

路
灯

は
設

置
さ

れ
て

い
る

も
の

の
薄

暗
く
、

黒
っ

ぽ
い

車
両

が
信

号
待

ち
で

停
止

し
て

い
た

場
合

、
発

見
が

遅
れ

が
ち

で
あ

る
。

（
事

故
発

生
の

あ
っ

た
早

朝
は

当
該

箇
所

は
交

通
量

が
多

く
、

大
型

車
の

通
行

も
多

い
。

）

再
発

防
止

策
①

（
対

応
策

：
運

行
管

理
者

②
へ

）
②

休
息

期
間

は
睡

眠
に

あ
て

、
睡

眠
時

間
を

十
分

に
確

保
す

る
。

①
対

面
点

呼
の

実
施

。
運

行
後

の
事

後
確

認
体

制
の

確
立

。
拘

束
時

間
超

過
後

の
休

息
期

間
身

込
ん

だ
計

画
的

な
受

注
を

荷
主

と
調

整
す

る
。

⇔
運

行
管

理
面

②
、

運
転

者
面

①
②

へ
の

対
応

②
運

行
状

況
の

実
態

を
調

査
し

、
過

労
運

転
と

な
ら

な
い

勤
務

ダ
イ

ヤ
を

作
成

し
、

運
行

記
録

計
等

で
運

行
状

況
を

確
認

す
る

。
健

康
診

断
を

受
診

さ
せ

る
。

③
新

任
者

講
習

の
実

施
。

④
適

性
診

断
を

受
診

さ
せ

、
そ

の
結

果
に

応
じ

た
個

別
指

導
を

行
う

。

-
-

要
因

①
日

中
に

睡
眠

を
と

る
勤

務
と

な
っ

て
い

る
が

、
約

３
時

間
の

睡
眠

し
か

と
れ

ず
に

出
勤

し
て

い
る

。
②

乗
務

前
に

作
業

を
行

っ
て

お
り

、
運

行
に

支
障

き
た

す
疲

労
の

要
因

と
な

っ
た

。

①
出

勤
時

の
点

呼
の

み
で

、
乗

務
直

前
に

お
け

る
運

転
者

の
状

態
の

確
認

を
行

っ
て

い
な

い
。

②
運

転
者

の
実

際
の

拘
束

時
間

が
管

理
さ

れ
て

い
な

い
。

-
-

再
発

防
止

策
①

自
己

管
理

の
重

要
性

を
自

覚
す

る
こ

と
が

必
要

。
②

乗
務

前
の

作
業

内
容

、
時

間
を

運
行

管
理

者
に

報
告

す
る

。

⇔
運

行
管

理
面

①
及

び
運

転
者

面
①

へ
の

対
応

①
乗

務
前

の
対

面
点

呼
を

確
実

に
実

施
し

、
無

理
な

運
行

を
さ

せ
な

い
よ

う
指

導
す

る
必

要
が

あ
る

。
⇔

運
行

管
理

面
②

及
び

運
転

者
面

②
へ

の
対

応
②

運
転

者
の

勤
務

実
績

を
荷

役
時

間
等

も
含

め
て

常
時

把
握

し
、

過
労

防
止

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

③
運

転
者

に
対

し
て

、
体

調
不

良
時

の
報

告
が

し
や

す
い

職
場

の
雰

囲
気

づ
く
り

。

-
-

・
点

呼
の

未
実

施
・
健

康
管

理
の

不
備

・
監

査
・
チ

ェ
ッ

ク
の

不
備

・
飲

酒
・
運

転
者

へ
の

教
育

不
足

・
知

識
不

足
・
意

識
不

足
（
危

険
の

認
識

不
足

）
・
知

識
不

足
・
わ

き
見

（
車

内
・
落

し
物

）

・
無

理
な

運
行

計
画

・
運

転
者

へ
の

教
育

不
足

・
知

識
不

足
・
意

識
不

足
（
危

険
の

認
識

不
足

）
・
不

適
切

な
業

務
フ

ロ
ー

・
わ

き
見

（
車

外
・
駐

停
車

場
所

）
・
疲

労
・
衝

突
被

害
軽

減
ブ

レ
ー

キ
な

し

・
対

面
点

呼
せ

ず
・
運

行
時

間
管

理
な

し
・
健

康
管

理
の

不
備

・
疲

労
・
運

転
者

へ
の

教
育

不
足

・
適

性
診

断
結

果
の

活
用

不
備

・
夜

間
・
自

車
の

先
が

見
え

に
く
い

・
居

眠
り

・
点

呼
の

未
実

施
・
運

行
時

間
管

理
な

し
・
健

康
管

理
の

不
備

・
体

調
不

良
時

に
報

告
し

に
く
い

・
運

転
以

外
の

業
務

負
担

大
・
疲

労
・
居

眠
り

5 6 74
1
0

1
3 9

12 2
4
0

2
3

Ｔ
①

Ｔ
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H
1
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H
1
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H
2
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H
2
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1
2

1
2
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 N
o
.

年
度

事
例

番
号

営
業

所
内

車
両

数
営

業
所

内
運

転
者

数
営

業
所

内
運

行
管

理
者

数

要
因

/
再

発
防

止
策

運
転

者
面

運
行

管
理

面
車

両
面

走
行

環
境

面
共

通
す

る
要

因

要
因

①
妻

の
介

護
に

よ
り

睡
眠

時
間

が
２

時
間

半
弱

と
睡

眠
不

足
で

あ
っ

た
。

②
睡

眠
不

足
か

ら
く
る

居
眠

り
運

転
。

③
糖

尿
病

か
ら

く
る

意
識

障
害

。

①
拘

束
時

間
の

超
過

及
び

休
息

期
間

の
不

足
、

連
続

運
転

時
間

の
超

過
が

あ
る

。
荷

主
の

要
望

が
優

先
で

、
過

労
防

止
の

対
策

が
進

ん
で

い
な

い
。

②
家

庭
環

境
に

注
意

す
る

事
が

あ
る

、
持

病
等

が
あ

る
者

に
対

し
て

の
指

導
監

督
が

お
ろ

そ
か

に
な

っ
て

い
る

。
③

事
故

発
生

時
に

直
ぐ

に
事

故
を

把
握

す
る

手
段

が
確

立
で

き
て

い
な

い
。

-
①

交
差

点
直

前
ま

で
道

路
形

状
が

上
り

勾
配

と
な

っ
て

お
り

、
停

車
車

両
は

死
角

と
な

り
、

信
号

を
見

落
と

す
と

衝
突

す
る

可
能

性
が

あ
る

。

再
発

防
止

策

①
運

行
管

理
者

に
家

族
の

介
護

に
つ

い
て

相
談

す
る

。
②

眠
気

を
感

じ
た

時
は

運
行

管
理

者
と

相
談

し
て

休
憩

す
る

。
③

治
療

が
必

要
で

あ
れ

ば
確

実
に

治
療

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
通

院
が

継
続

で
き

る
よ

う
、

事
業

者
に

勤
務

調
整

を
依

頼
す

る
。

①
改

善
基

準
告

示
を

遵
守

す
る

。
運

転
者

の
増

員
、

交
替

要
員

の
確

保
、

仕
事

量
の

調
節

。
⇔

運
行

管
理

面
②

及
び

運
転

者
面

②
へ

の
対

応
②

精
神

的
ケ

ア
（
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

）
の

実
施

。
運

転
者

の
健

康
状

態
の

徹
底

し
た

把
握

を
し

、
直

前
の

兆
候

を
見

極
め

る
。

健
康

管
理

の
重

要
性

に
つ

い
て

の
指

導
。

③
意

識
を

失
っ

た
時

に
備

え
る

予
防

運
転

技
術

の
指

導
、

事
故

発
生

を
即

時
に

把
握

す
る

手
段

の
確

立
。

⇔
運

行
管

理
面

①
へ

の
対

応
①

荷
主

に
対

す
る

規
制

を
含

め
た

過
労

防
止

措
置

の
徹

底
。

⇔
運

行
管

理
面

③
へ

の
対

応
・
先

進
安

全
自

動
車

（
A
S
V
）
の

活
用

で
異

常
に

前
車

と
接

近
し

た
場

合
は

警
報

が
鳴

り
、

自
動

的
に

ブ
レ

ー
キ

が
か

か
る

装
置

等
の

開
発

を
行

う
。

・
運

転
者

に
注

意
力

低
下

を
自

覚
さ

せ
、

休
憩

の
取

得
を

促
す

た
め

の
「
運

転
注

意
力

モ
ニ

タ
ー

」
に

よ
る

注
意

喚
起

（
運

転
者

に
眠

気
を

自
覚

さ
せ

る
技

術
の

向
上

）
。

①
予

告
信

号
等

の
設

置
。

要
因

・
十

分
な

休
憩

を
取

ら
ず

に
運

転
を

し
た

。
・
峠

を
越

え
､直

線
の

下
り

坂
に

な
っ

た
た

め
安

堵
感

か
ら

気
の

ゆ
る

み
が

生
じ

､休
息

期
間

不
足

も
加

え
､居

眠
り

運
転

と
な

り
事

故
を

発
生

さ
せ

た
と

思
わ

れ
る

。

・
２

・
９

告
示

を
遵

守
し

て
い

な
い

。
最

大
拘

束
時

間
を

超
え

て
し

ま
う

傾
向

に
あ

る
。

終
業

点
呼

を
確

実
に

実
施

し
て

い
な

い
。

・
事

業
者

が
長

距
離

運
行

の
運

転
者

に
対

し
､休

憩
場

所
､時

間
等

の
適

切
な

運
行

指
示

を
行

わ
ず

､終
業

時
刻

が
深

夜
に

な
っ

て
し

ま
う

場
合

に
は

点
呼

を
実

施
し

て
い

な
い

た
め

、
当

該
運

転
者

は
､点

呼
を

行
わ

ず
休

息
地

を
出

庫
し

て
い

る
こ

と
。

･運
転

者
に

対
す

る
指

導
教

育
が

十
分

で
な

く
､運

転
者

が
理

解
し

て
い

な
い

。
･適

性
診

断
は

実
施

さ
れ

て
い

る
が

､損
保

会
社

が
行

う
も

の
で

内
容

等
が

不
足

し
て

い
る

こ
と

か
ら

運
転

者
に

反
映

さ
れ

て
い

な
い

。
･運

行
指

示
が

徹
底

さ
れ

て
い

な
い

。
･確

実
に

始
業

､終
業

等
の

点
呼

が
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。

･労
働

時
間

等
の

改
善

告
示

が
遵

守
さ

れ
て

い
な

い
。

-
・
交

差
点

手
前

１
ｋ
ｍ

付
近

は
、

下
り

の
直

線
と

な
っ

て
お

り
無

意
識

に
速

度
が

上
が

っ
て

し
ま

う
可

能
性

が
あ

る
。

再
発

防
止

策
-

･当
該

事
業

者
は

運
転

者
の

過
労

運
転

を
防

止
す

る
た

め
に

、
２

・
９

告
示

を
遵

守
す

る
。

点
呼

を
確

実
に

実
施

し
、

個
々

の
運

転
者

の
運

行
状

況
を

把
握

す
る

。
ま

た
運

転
者

自
身

に
も

、
適

切
な

時
間

に
休

憩
を

取
る

等
、

指
導

･教
育

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
･自

動
車

事
故

対
策

機
構

等
が

実
施

す
る

適
性

診
断

を
定

期
的

に
受

診
さ

せ
､個

々
の

運
転

者
の

特
性

を
考

慮
し

た
的

確
な

指
導

が
必

要
で

あ
る

。

･居
眠

り
運

転
防

止
の

で
き

る
警

報
装

置
等

の
普

及
が

急
が

れ
る

。
-

要
因

・
運

転
開

始
か

ら
４

時
間

半
の

連
続

運
転

だ
っ

た
。

当
該

車
両

の
運

転
は

、
久

し
ぶ

り
の

乗
務

で
あ

っ
た

。
･高

速
道

路
に

進
入

し
て

か
ら

1
時

間
ほ

ど
経

過
し

､緊
張

が
ほ

ぐ
れ

､居
眠

り
あ

る
い

は
漫

然
運

転
に

陥
っ

た
こ

と
が

想
像

さ
れ

る
。

･運
転

開
始

か
ら

４
時

間
半

の
連

続
運

転
で

疲
労

が
蓄

積
し

て
い

た
と

思
わ

れ
る

。
･当

該
事

故
車

両
の

運
転

は
､運

転
者

に
と

っ
て

久
し

ぶ
り

の
乗

務
で

あ
り

、
そ

の
緊

張
感

が
解

消
し

慣
れ

た
頃

の
事

故
と

想
像

さ
れ

る
。

・
運

転
時

間
等

の
指

示
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

な
い

。
･運

行
時

間
等

の
指

示
が

行
わ

れ
て

い
な

い
た

め
､運

転
者

ま
か

せ
の

運
行

と
な

っ
て

い
た

。
･事

故
発

生
時

以
外

は
指

導
教

育
が

殆
ど

行
わ

れ
て

お
ら

ず
､ま

た
､連

続
運

転
が

常
態

化
し

て
い

た
が

指
導

し
て

い
な

か
っ

た
。

・
フ

ロ
ン

ト
ガ

ラ
ス

と
運

転
席

サ
イ

ド
ガ

ラ
ス

に
着

色
フ

ィ
ル

ム
が

装
着

さ
れ

て
お

り
、

視
界

を
妨

げ
た

恐
れ

が
あ

る
。

・
緩

い
カ

ー
ブ

の
先

で
合

流
す

る
た

め
、

若
干

見
通

し
が

悪
い

。
・
登

坂
車

線
か

ら
走

行
車

線
に

合
流

す
る

た
め

､前
方

へ
の

注
意

が
散

漫
に

な
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
･事

故
時

は
夜

間
で

あ
り

、
付

近
に

照
明

も
な

く
走

行
条

件
は

良
く
な

か
っ

た
。

･緩
い

カ
ー

ブ
の

先
で

登
坂

車
線

と
本

線
が

合
流

し
､若

干
見

通
し

が
悪

い
に

も
か

か
わ

ら
ず

､登
坂

車
線

に
故

障
車

が
停

止
し

て
い

た
。

再
発

防
止

策
-

･当
該

事
業

者
は

、
運

転
者

に
対

し
て

、
休

憩
時

間
等

の
具

体
的

な
運

行
指

示
を

行
う

。
･高

速
道

路
に

お
い

て
の

､走
行

時
･合

流
時

等
に

お
け

る
注

意
事

項
等

の
指

導
を

徹
底

す
る

。
･健

康
診

断
､適

性
診

断
等

を
受

診
さ

せ
指

導
監

督
に

活
用

す
る

。
･運

転
者

に
対

す
る

定
期

的
な

指
導

･監
督

を
実

施
す

る
。

･視
界

を
妨

げ
る

よ
う

な
車

両
の

不
正

改
造

の
防

止
を

徹
底

す
る

。

-
･道

路
に

夜
間

照
明

装
置

を
設

置
す

る
。

要
因

・
制

限
速

度
を

1
0
km

/
h
ほ

ど
超

過
し

て
走

行
し

て
い

た
。

（
制

限
速

度
8
0
km

/
h
の

と
こ

ろ
9
0
km

/
h
を

超
え

る
速

度
で

走
行

し
て

い
た

。
）

・
前

車
と

の
車

間
距

離
が

不
十

分
で

あ
っ

た
た

め
､前

方
確

認
が

し
に

く
い

状
況

で
あ

っ
た

。

・
適

性
診

断
を

受
診

さ
せ

て
い

な
か

っ
た

。
・
積

荷
が

な
く
空

車
状

態
で

あ
っ

た
た

め
速

度
が

出
や

す
か

っ
た

。

・
ト

ン
ネ

ル
入

口
は

緩
い

右
カ

ー
ブ

に
な

っ
て

お
り

、
ト

ン
ネ

ル
内

に
乗

用
車

が
停

車
し

て
い

る
様

子
は

見
え

に
く
い

。
・
乗

用
車

は
ハ

ザ
ー

ド
ラ

ン
プ

を
点

灯
し

て
い

た
が

､運
転

者
か

ら
見

え
た

の
は

右
側

だ
け

だ
っ

た
た

め
､車

線
変

更
の

た
め

の
方

向
指

示
器

と
勘

違
い

し
､停

止
し

て
い

る
と

は
思

わ
な

か
っ

た
。

・
第

２
車

は
ト

ン
ネ

ル
か

ら
約

7
0
m

入
っ

た
場

所
で

、
走

行
車

線
に

停
車

し
て

い
た

。

再
発

防
止

策

・
法

定
速

度
を

遵
守

す
る

。
・
前

車
と

の
充

分
な

車
間

距
離

の
確

保
し

て
走

行
す

る
。

・
高

速
道

路
に

お
い

て
は

､前
方

に
対

す
る

注
意

力
を

怠
ら

な
い

。
-

-
・
高

速
道

路
で

は
､走

行
車

線
で

絶
対

停
止

し
な

い
。

要
因

・
携

帯
電

話
の

充
電

を
す

る
た

め
シ

ガ
ラ

イ
タ

ー
の

ソ
ケ

ッ
ト

を
差

し
込

も
う

と
し

て
、

前
方

へ
の

視
線

を
は

ず
し

、
無

意
識

に
ハ

ン
ド

ル
を

左
に

切
っ

て
し

ま
っ

た
。

・
運

転
中

に
携

帯
電

話
に

関
す

る
操

作
を

行
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
前

方
へ

の
注

意
が

散
漫

に
な

っ
た

。
・
運

転
中

に
携

帯
電

話
に

関
す

る
操

作
を

行
っ

た
は

ず
み

で
､ハ

ン
ド

ル
を

左
に

切
っ

て
し

ま
っ

た
。

・
当

該
運

転
者

の
運

転
中

に
携

帯
電

話
等

を
操

作
す

る
こ

と
が

危
険

な
行

為
で

あ
る

と
の

認
識

が
不

足
し

て
い

た
。

・
始

業
・
終

業
の

点
呼

が
確

実
に

実
施

さ
れ

て
お

ら
ず

、
拘

束
時

間
超

過
に

な
っ

て
い

た
。

・
当

該
運

転
者

に
対

す
る

教
育

･指
導

が
十

分
で

な
か

っ
た

。
・
シ

ガ
ラ

イ
タ

ー
の

位
置

が
体

勢
を

変
え

な
い

と
届

か
な

い
位

置
だ

っ
た

。

・
乗

用
車

が
停

車
し

て
い

た
路

側
帯

は
、

通
常

の
路

側
帯

よ
り

約
5
0
ｃ
ｍ

狭
い

構
造

に
な

っ
て

い
た

た
め

、
走

行
車

線
に

車
両

が
は

み
出

し
て

い
た

可
能

性
が

あ
る

。
・
相

手
車

両
は

､車
両

故
障

に
よ

り
路

側
帯

に
停

止
し

た
が

､停
止

し
て

ま
も

な
く
事

故
が

発
生

し
た

の
で

停
止

表
示

器
材

を
設

置
で

き
て

い
な

か
っ

た
。

・
相

手
車

両
の

故
障

原
因

は
不

明
で

あ
る

が
､本

来
止

め
る

べ
き

所
で

な
い

場
所

に
車

両
を

止
め

て
い

た
。

再
発

防
止

策
-

・
当

該
事

業
者

は
､運

転
者

の
指

導
教

育
を

不
定

期
に

実
施

し
て

い
る

の
で

､１
ヶ

月
毎

､３
ヶ

月
毎

に
計

画
的

に
指

導
教

育
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
運

転
者

に
対

し
､労

働
時

間
等

改
善

告
示

を
遵

守
さ

せ
る

必
要

で
あ

る
。

・
運

転
者

に
対

し
､関

係
法

令
の

遵
守

と
い

う
意

識
の

徹
底

が
必

要
で

あ
る

。

-
・
や

む
を

得
ず

本
来

止
め

る
べ

き
所

で
な

い
場

所
に

停
車

し
た

場
合

､ハ
ザ

ー
ド

ラ
ン

プ
の

点
灯

や
非

常
信

号
用

具
に

よ
り

後
続

の
車

両
へ

の
注

意
喚

起
を

確
実

に
実

施
す

る
。

-

・
運

行
時

間
管

理
な

し
・
不

適
切

な
業

務
フ

ロ
ー

・
運

転
者

へ
の

教
育

不
足

・
知

識
不

足
・
意

識
不

足
（
危

険
の

認
識

不
足

）
・
疲

労
・
着

色
フ

ィ
ル

ム
・
夜

間
・
カ

ー
ブ

・
自

車
の

先
が

見
え

に
く
い

・
相

手
車

両
が

停
止

中
・
反

応
の

遅
れ

・
適

性
診

断
結

果
の

活
用

不
備

・
ス

ピ
ー

ド
大

・
車

間
距

離
を

詰
め

る
習

慣
・
積

荷
の

影
響

・
ト

ン
ネ

ル
・
カ

ー
ブ

・
相

手
車

両
が

停
止

中

・
点

呼
の

未
実

施
・
運

行
時

間
管

理
な

し
・
運

転
者

へ
の

教
育

不
足

・
知

識
不

足
・
意

識
不

足
（
危

険
の

認
識

不
足

）
・
わ

き
見

（
車

内
・
シ

ガ
ー

ソ
ケ

ッ
ト

）
・
車

内
設

備
の

位
置

・
相

手
車

両
が

停
止

中
・
反

応
の

遅
れ

・
経

営
者

の
知

識
・
意

識
不

足
・
厳

し
い

要
求

へ
の

積
極

対
応

・
無

理
な

運
行

計
画

・
運

転
者

の
家

族
の

健
康

問
題

・
運

転
者

の
生

活
習

慣
・
健

康
管

理
の

不
備

・
疲

労
・
持

病
・
発

症
・
居

眠
り

・
上

り
坂

の
終

わ
り

・
自

車
の

先
が

見
え

に
く
い

・
運

行
時

間
管

理
な

し
・
点

呼
の

未
実

施
・
運

転
者

へ
の

教
育

不
足

・
意

識
不

足
（
危

険
の

認
識

不
足

）
・
危

険
予

知
不

足
・
適

性
診

断
結

果
の

活
用

不
備

・
不

適
切

な
業

務
フ

ロ
ー

・
疲

労
・
居

眠
り

・
下

り
坂

・
ス

ピ
ー

ド
大

・
衝

突
被

害
軽

減
ブ

レ
ー

キ
な

し

9 1
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N
o
.

年
度

事
例

番
号

営
業

所
内

車
両

数
営

業
所

内
運

転
者

数
営

業
所

内
運

行
管

理
者

数

要
因

/
再

発
防

止
策

運
転

者
面

運
行

管
理

面
車

両
面

走
行

環
境

面
共

通
す

る
要

因

要
因

・
制

限
速

度
を

2
0
km

/
h
超

過
し

て
い

た
。

過
去

の
健

康
診

断
で

心
筋

障
害

の
疑

い
を

指
摘

さ
れ

治
療

し
て

い
た

時
も

あ
っ

た
。

・
毎

日
同

じ
運

行
を

し
て

い
る

慣
れ

か
ら

､速
度

超
過

に
し

て
も

前
方

不
注

意
に

し
て

も
､安

易
に

考
え

て
い

た
の

で
は

な
い

か
｡

・
事

故
は

比
較

的
営

業
所

の
近

く
で

生
じ

て
い

る
こ

と
か

ら
､あ

と
わ

ず
か

で
終

わ
る

と
い

う
安

心
感

が
判

断
を

鈍
ら

せ
た

と
も

考
え

ら
れ

る
。

・
当

該
運

転
者

に
は

速
度

超
過

が
多

く
見

ら
れ

､今
回

の
事

故
も

チ
ャ

ー
ト

紙
か

ら
約

8
0
km

/
h
の

速
度

で
追

突
し

た
こ

と
が

読
み

取
れ

る
。

・
タ

コ
チ

ャ
ー

ト
等

の
運

行
記

録
を

確
認

し
、

当
該

運
転

者
の

速
度

超
過

を
指

摘
し

、
指

導
を

し
て

い
な

か
っ

た
。

乗
務

後
の

点
呼

も
し

て
い

な
か

っ
た

。
・
拘

束
時

間
､休

息
期

間
､連

続
運

転
の

違
反

は
な

い
も

の
の

、
事

故
前

2
週

間
を

平
均

し
て

､週
4
4
時

間
を

超
え

る
運

転
を

し
て

い
た

。
過

労
の

面
で

見
る

と
､深

夜
に

高
速

走
行

が
多

く
、

緊
張

を
強

い
ら

れ
て

い
た

の
で

は
な

か
っ

た
か

と
思

わ
れ

る
｡

・
運

転
者

教
育

の
中

で
は

､速
度

及
び

車
間

距
離

に
つ

い
て

指
導

し
て

い
る

も
の

の
､運

転
者

に
理

解
さ

せ
る

に
至

っ
て

い
な

か
っ

た
。

・
適

性
診

断
に

つ
い

て
も

､３
年

以
内

に
受

診
し

て
お

ら
ず

､運
転

に
関

し
て

の
細

か
な

指
導

が
十

分
で

な
か

っ
た

。

-
・
３

月
の

５
時

と
い

う
早

朝
で

あ
っ

た
た

め
、

外
は

暗
く
視

界
が

悪
か

っ
た

。

再
発

防
止

策
-

・
定

期
的

な
教

育
及

び
点

呼
の

中
で

法
定

速
度

の
遵

守
等

の
指

導
を

行
う

と
と

も
に

､運
転

者
ご

と
に

チ
ャ

ー
ト

紙
や

適
性

診
断

結
果

に
基

づ
く
指

導
が

重
要

で
あ

る
。

ま
た

､速
度

超
過

を
起

こ
さ

ず
に

運
行

で
き

る
運

行
計

画
の

見
直

し
を

図
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
・
ま

た
、

過
去

に
病

気
等

の
検

査
や

治
療

を
行

っ
た

運
転

者
に

対
し

て
は

、
そ

の
後

も
経

過
を

見
守

り
、

点
呼

時
に

健
康

状
態

を
確

認
す

る
等

健
康

状
態

を
把

握
す

る
。

-
-

要
因

・
シ

ー
ト

ベ
ル

ト
を

装
着

し
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

エ
ア

バ
ッ

ク
が

膨
張

し
て

胸
部

を
圧

迫
し

死
に

至
っ

た
。

・
タ

コ
チ

ャ
ー

ト
紙

よ
り

、
一

般
道

の
走

行
に

お
い

て
も

9
0
km

/
h
近

い
速

度
で

走
行

し
て

い
る

。
・
も

し
前

方
不

注
意

に
よ

る
追

突
だ

と
す

れ
ば

､注
意

力
が

散
漫

で
あ

っ
た

｡
（
２

ケ
月

弱
前

に
も

追
突

事
故

を
惹

起
し

て
い

る
。

）

・
４

時
間

を
超

え
る

連
続

運
転

が
多

い
。

・
当

該
事

業
者

は
､年

間
教

育
計

画
を

立
て

､輸
送

の
安

全
確

保
に

つ
い

て
運

転
者

に
指

導
を

し
て

い
る

が
､当

該
運

転
者

は
、

シ
ー

ト
ベ

ル
ト

の
未

装
着

が
重

大
事

故
の

一
因

と
な

っ
た

こ
と

を
考

え
る

と
、

個
々

の
運

転
者

に
対

す
る

指
導

が
十

分
行

わ
れ

て
い

な
か

っ
た

｡
・
当

該
事

業
者

の
運

転
者

は
こ

こ
３

年
間

全
く
受

診
し

て
お

ら
ず

､的
確

な
運

転
指

導
が

十
分

で
な

か
っ

た
。

-
・
当

該
事

故
発

生
現

場
は

Ｓ
カ

ー
ブ

の
後

の
直

線
に

な
っ

て
お

り
、

カ
ー

ブ
の

為
前

方
が

見
え

に
く
い

。
ま

た
カ

ー
ブ

後
す

ぐ
に

右
へ

分
岐

点
が

あ
り

そ
ち

ら
の

車
両

に
注

意
が

向
く
こ

と
も

あ
る

。

再
発

防
止

策
-

・
過

労
運

転
に

よ
る

事
故

を
惹

起
し

な
い

よ
う

､適
正

な
運

行
計

画
を

立
て

､
運

転
者

指
導

に
つ

い
て

は
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

て
全

体
教

育
を

効
率

的
に

行
う

こ
と

も
必

要
で

あ
る

が
､運

転
者

個
人

個
人

の
運

転
特

性
を

把
握

し
､指

導
の

効
果

を
確

認
す

る
と

い
っ

た
き

め
細

か
な

手
法

を
取

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
｡そ

の
た

め
に

は
適

性
診

断
の

定
期

的
な

受
診

は
必

要
不

可
欠

で
あ

る
。

・
当

該
事

業
者

は
運

行
管

理
者

2
名

の
他

に
多

数
の

代
務

者
が

運
行

管
理

を
実

施
し

て
い

る
が

、
運

転
者

指
導

の
面

か
ら

い
え

ば
､班

長
制

の
よ

う
な

形
態

で
一

人
の

指
導

者
が

数
名

の
運

転
者

に
き

め
細

か
な

指
導

を
行

う
な

ど
の

体
制

は
可

能
で

あ
る

。

-
-

要
因

・
H

1
2
年

、
H

1
3
年

、
H

1
5
年

に
事

故
を

起
こ

し
て

い
た

。
・
適

性
診

断
で

動
体

視
力

と
安

全
態

度
に

問
題

が
あ

っ
た

。
・
対

向
車

に
気

を
取

ら
れ

て
脇

見
運

転
を

行
っ

た
。

・
運

行
計

画
に

よ
る

と
、

当
該

車
両

が
停

車
し

て
い

る
時

は
ほ

と
ん

ど
の

時
間

が
積

み
込

み
や

荷
卸

し
に

費
や

さ
れ

て
お

り
、

休
憩

時
間

が
あ

ま
り

な
か

っ
た

。
-

・
１

時
過

ぎ
と

い
う

深
夜

で
あ

り
、

街
灯

も
な

い
道

路
で

あ
っ

た
。

・
追

突
さ

れ
た

大
型

ト
ラ

ッ
ク

は
、

道
路

工
事

に
よ

る
規

制
で

停
車

し
て

い
た

。

再
発

防
止

策
-

・
当

該
運

転
者

が
受

診
し

た
適

性
診

断
は

一
般

診
断

で
あ

り
、

事
業

者
と

し
て

特
定

診
断

を
受

診
さ

せ
て

よ
り

適
切

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
す

る
必

要
が

あ
っ

た
。

今
後

、
事

業
者

と
し

て
は

、
効

果
的

な
運

転
者

へ
の

指
導

､特
に

事
故

多
発

者
へ

の
指

導
が

重
要

で
あ

る
が

､指
導

の
効

果
を

確
認

し
、

指
導

内
容

を
見

直
し

、
指

導
を

施
す

と
い

う
､基

本
的

な
手

法
を

確
実

に
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
当

該
運

転
者

の
事

故
歴

か
ら

、
運

転
者

と
し

て
選

任
を

検
討

し
て

い
た

が
、

適
切

な
判

断
が

で
き

な
か

っ
た

。
・
当

該
運

転
者

以
外

で
も

同
様

の
事

故
を

起
こ

し
て

い
る

運
転

者
が

お
り

、
再

発
防

止
対

策
が

適
切

で
な

か
っ

た
。

-
-

要
因

・
大

型
車

両
の

運
転

経
験

が
1
0
ヶ

月
し

か
な

か
っ

た
。

・
運

行
管

理
者

の
勤

務
時

間
が

限
ら

れ
て

お
り

、
運

行
時

間
に

よ
っ

て
は

点
呼

を
受

け
ら

れ
な

い
。

・
当

該
運

転
者

は
、

運
転

経
験

が
1
0
ヶ

月
と

浅
い

が
、

特
に

指
導

教
育

が
さ

れ
て

い
な

い
。

・
適

性
診

断
を

受
診

さ
せ

そ
の

結
果

に
基

づ
く
指

導
が

さ
れ

て
い

な
い

。
・
点

呼
が

確
実

に
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。

・
デ

ジ
タ

ル
タ

コ
チ

ャ
ー

卜
を

導
入

し
て

い
る

が
､そ

の
活

用
が

な
さ

れ
て

い
な

い
。

･役
員

等
の

安
全

に
対

す
る

認
識

が
薄

い
。

･運
行

管
理

者
及

び
代

務
者

の
存

在
が

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
｡

･運
行

管
理

者
が

適
切

な
業

務
を

行
っ

て
い

な
い

。
･会

社
の

安
全

対
策

に
つ

い
て

､親
会

社
の

指
示

で
教

育
会

議
等

を
行

っ
て

い
る

の
み

で
､そ

の
対

策
内

容
が

役
員

以
下

に
行

き
届

い
て

い
な

い
。

-
-

再
発

防
止

策
-

･役
員

等
の

安
全

に
対

す
る

意
識

付
け

が
必

要
。

･安
全

対
策

の
抜

本
的

な
見

直
し

。
･運

行
管

理
体

制
の

見
直

し
。

･運
転

者
に

対
す

る
教

育
体

制
の

見
直

し
（
デ

ジ
タ

ル
タ

コ
チ

ャ
ー

ト
の

結
果

や
適

性
診

断
結

果
の

活
用

）
。

-
-

要
因

・
追

い
越

し
の

た
め

注
意

が
右

側
車

線
に

向
い

て
お

り
、

前
方

と
の

車
間

距
離

に
注

意
し

て
い

な
か

っ
た

。
･当

該
運

転
者

は
、

前
方

車
両

が
近

づ
い

て
い

る
の

に
速

度
を

落
と

さ
な

か
っ

た
。

・
適

性
診

断
結

果
を

踏
ま

え
た

適
正

な
指

導
が

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

・
運

転
席

が
高

く
な

っ
て

お
り

、
前

方
車

両
と

の
距

離
が

普
通

車
と

比
較

し
て

遠
く
感

じ
ら

れ
る

。

・
事

故
発

生
は

夜
間

で
あ

っ
た

。
・
相

手
車

両
も

軽
自

動
車

で
小

型
で

あ
る

た
め

、
遠

く
に

感
じ

ら
れ

た
。

･前
方

車
両

は
低

速
運

転
で

あ
っ

た
。

再
発

防
止

策
･当

該
運

転
者

は
、

乗
車

す
る

車
両

の
特

徴
を

考
慮

に
入

れ
、

前
方

車
両

と
適

正
な

車
間

距
離

を
取

っ
て

運
転

す
る

。
･運

転
者

の
指

導
は

、
適

性
診

断
結

果
の

内
容

も
踏

ま
え

て
、

計
画

的
､効

果
的

に
実

施
す

る
。

-
-

4
5

- -

1
7

2
1

-

2
4

4
1

-

9
-

・
経

営
者

の
知

識
・
意

識
不

足
・
管

理
者

の
育

成
不

十
分

・
点

呼
の

未
実

施
・
経

験
不

足
・
運

転
者

へ
の

教
育

不
足

・
意

識
不

足
（
危

険
の

認
識

不
足

）
・
適

性
診

断
結

果
の

活
用

不
備

・
監

査
・
チ

ェ
ッ

ク
の

不
備

・
適

性
診

断
結

果
の

活
用

不
備

・
車

間
距

離
を

詰
め

る
習

慣
・
視

界
特

性
（
視

点
が

高
い

）
・
相

手
車

が
小

型
で

あ
る

・
追

突
の

危
険

を
感

じ
に

く
い

・
夜

間
・
自

車
の

先
が

見
え

に
く
い

・
わ

き
見

（
車

外
・
右

側
車

線
）

・
監

査
・
チ

ェ
ッ

ク
の

不
備

・
点

呼
の

未
実

施
・
無

理
な

運
行

計
画

・
疲

労
・
知

識
不

足
・
業

務
へ

の
慣

れ
・
意

識
不

足
（
危

険
の

認
識

不
足

）
・
適

性
診

断
結

果
の

活
用

不
備

・
運

転
者

の
特

性
・
ス

ピ
ー

ド
大

・
健

康
管

理
の

不
備

・
夜

間
・
自

車
の

先
が

見
え

に
く
い

・
無

理
な

運
行

計
画

・
運

転
者

へ
の

教
育

不
足

・
知

識
不

足
・
意

識
不

足
（
危

険
の

認
識

不
足

）
・
適

性
診

断
結

果
の

活
用

不
備

・
ス

ピ
ー

ド
大

・
カ

ー
ブ

・
自

車
の

先
が

見
え

に
く
い

・
反

応
の

遅
れ

・
運

転
以

外
の

業
務

負
担

大
・
運

転
者

へ
の

教
育

不
足

・
運

転
者

特
性

・
意

識
不

足
（
危

険
の

認
識

不
足

）
・
適

性
診

断
結

果
の

活
用

不
備

・
夜

間
・
自

車
の

先
が

見
え

に
く
い

・
相

手
車

両
が

停
止

中
・
わ

き
見

（
車

外
・
対

向
車

）

1
7

1
3

1
4

1
5

1
6

1
5

3
5

3
0

4
8

H
1
8

H
1
8

H
1
8

H
1
8

H
1
8

T
1
7
0
1
2

T
1
7
0
1
3

T
1
7
0
2
0

T
1
7
0
1
0

T
1
7
0
1
1
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N
o
.

年
度

事
例

番
号

営
業

所
内

車
両

数
営

業
所

内
運

転
者

数
営

業
所

内
運

行
管

理
者

数

要
因

/
再

発
防

止
策

運
転

者
面

運
行

管
理

面
車

両
面

走
行

環
境

面
共

通
す

る
要

因

要
因

・
脇

見
運

転
を

し
て

い
た

。
・
初

任
運

転
者

で
あ

っ
た

。

・
２

・
９

告
示

を
遵

守
し

て
い

な
い

。
最

大
拘

束
時

間
の

超
過

や
点

呼
実

施
の

不
適

切
等

が
み

ら
れ

た
。

・
運

行
管

理
者

は
、

運
転

者
に

対
し

て
安

全
意

識
に

関
す

る
教

育
を

十
分

に
行

っ
て

い
な

か
っ

た
。

・
２

・
９

告
示

を
遵

守
し

て
い

な
い

。
（
最

大
拘

束
時

間
超

過
、

休
息

時
間

不
足

、
連

続
運

転
時

間
超

過
が

あ
っ

た
。

）
・
当

該
営

業
所

で
は

、
早

朝
、

深
夜

の
時

間
帯

に
点

呼
執

行
者

を
配

置
し

て
い

な
か

っ
た

。
・
当

該
運

転
者

は
、

初
任

運
転

者
に

も
か

か
ら

わ
ず

、
初

任
診

断
の

実
施

、
及

び
特

別
な

指
導

を
実

施
し

て
い

な
い

。

-
-

再
発

防
止

策
-

・
事

業
者

及
び

運
行

管
理

者
等

が
安

全
に

対
す

る
意

識
の

高
揚

を
図

り
､会

社
全

体
で

安
全

対
策

の
徹

底
を

図
る

。
・
運

行
管

理
が

適
切

に
行

え
る

よ
う

な
体

制
を

整
え

る
。

安
全

対
策

の
担

当
部

署
及

び
担

当
者

を
定

め
る

。
・
詳

細
確

実
な

点
呼

が
行

え
る

よ
う

点
呼

執
行

体
制

を
構

築
す

る
。

・
過

労
防

止
を

徹
底

す
る

よ
う

勤
務

状
態

の
把

握
及

び
違

反
の

場
合

は
改

善
を

徹
底

す
る

。
・
運

転
者

に
対

す
る

適
切

な
指

導
監

督
を

徹
底

す
る

と
と

も
に

､運
転

者
の

安
全

意
識

の
高

揚
を

図
る

。

-
-

要
因

・
家

族
が

入
院

し
運

行
途

中
に

見
舞

い
に

行
っ

て
お

り
睡

眠
不

足
と

な
っ

て
い

た
。

・
当

該
運

転
者

は
、

運
行

管
理

者
に

家
族

が
入

院
し

た
こ

と
を

伝
え

ず
に

い
た

。

・
運

転
者

の
家

庭
環

境
を

把
握

し
て

い
な

か
っ

た
。

・
運

行
管

理
者

は
、

チ
ャ

ー
ト

紙
等

か
ら

当
該

運
転

者
の

運
行

状
況

を
把

握
し

て
い

な
か

っ
た

。
・
２

・
９

告
示

が
遵

守
さ

れ
て

い
な

い
。

（
最

大
拘

束
時

間
、

休
息

期
間

等
が

遵
守

さ
れ

て
い

な
い

。
）

・
運

行
管

理
者

は
、

当
該

運
転

者
の

体
調

を
把

握
し

て
お

ら
ず

、
事

故
当

時
睡

眠
不

足
で

あ
る

こ
と

を
知

ら
な

か
っ

た
。

-
-

再
発

防
止

策
・
運

転
者

は
、

運
行

コ
ー

ス
か

ら
勝

手
に

離
れ

な
い

。
ま

た
、

事
情

が
あ

る
場

合
は

必
ず

管
理

者
に

相
談

す
る

。

・
運

行
管

理
者

は
、

運
転

者
の

体
調

を
把

握
す

る
た

め
､点

呼
を

確
実

に
実

施
す

る
。

・
運

行
管

理
者

は
、

運
行

コ
ー

ス
等

を
見

直
し

､乗
務

開
始

､乗
務

終
了

を
可

能
な

限
り

営
業

所
と

し
、

無
理

の
な

い
勤

務
時

間
を

組
む

。
・
運

行
管

理
者

は
、

チ
ャ

ー
ト

紙
等

か
ら

運
転

者
の

運
行

状
況

を
把

握
し

、
必

要
に

応
じ

て
個

別
に

指
導

す
る

。

-
-

要
因

・
当

該
運

転
者

は
派

遣
社

員
で

、
当

該
車

両
に

慣
れ

て
い

な
か

っ
た

可
能

性
が

あ
る

。
運

転
中

に
携

帯
電

話
を

操
作

し
て

い
た

可
能

性
が

あ
る

。
-

-
・
道

路
の

集
中

工
事

の
影

響
で

走
行

車
線

、
追

い
越

し
車

線
共

に
渋

滞
で

あ
っ

た
。

・
定

期
運

行
で

､ほ
ぼ

平
坦

の
直

線
の

為
漫

然
運

転
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

再
発

防
止

策
・
運

転
中

は
携

帯
電

話
の

電
源

を
切

る
等

､運
転

操
作

に
集

中
で

き
る

環
境

を
作

る
。

・
高

速
道

路
に

お
け

る
サ

ー
ビ

ス
エ

リ
ア

で
の

休
憩

の
取

り
方

等
を

事
前

に
指

示
す

る
等

､漫
然

運
転

と
な

ら
な

い
よ

う
気

を
付

け
さ

せ
る

。
-

-

要
因

・
家

族
の

問
題

で
悩

み
が

あ
っ

た
。

健
康

診
断

時
に

高
血

圧
を

指
摘

さ
れ

て
い

た
。

・
運

行
管

理
者

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
で

は
、

当
該

運
転

者
は

、
ノ

ー
ブ

レ
ー

キ
で

ハ
ン

ド
ル

を
握

っ
た

ま
ま

追
突

し
て

い
る

事
か

ら
、

事
故

発
生

時
に

は
意

識
が

な
か

っ
た

可
能

性
が

あ
る

。
・
半

年
前

の
健

康
診

断
で

、
脂

質
の

数
値

に
異

常
が

認
め

ら
れ

詳
し

い
検

査
を

受
け

る
よ

う
に

言
わ

れ
て

い
た

。
ま

た
、

血
圧

に
つ

い
て

も
医

師
の

指
示

に
従

う
様

に
言

わ
れ

て
い

た
。

・
当

該
車

両
の

後
ろ

を
走

行
し

て
い

た
車

両
に

よ
る

と
、

当
該

運
転

者
は

居
眠

り
運

転
で

は
な

か
っ

た
。

・
２

・
９

告
示

を
遵

守
し

て
い

な
い

。
（
最

大
拘

束
時

間
超

過
、

連
続

運
転

時
間

超
過

が
あ

っ
た

。
）

-
・
道

路
上

の
落

下
物

処
理

の
た

め
渋

滞
し

て
い

た
。

再
発

防
止

策
・
運

転
者

自
身

も
自

分
の

健
康

状
態

に
気

を
配

り
、

調
子

が
悪

い
場

合
は

必
ず

運
行

管
理

者
に

申
し

出
る

。

・
事

故
要

因
は

明
ら

か
で

は
な

い
が

、
仮

に
高

血
圧

等
が

原
因

で
意

識
を

失
っ

た
場

合
、

運
行

管
理

者
は

、
運

転
者

の
健

康
状

態
に

十
分

気
を

配
り

、
健

康
状

態
が

悪
い

者
に

対
し

て
は

、
乗

務
さ

せ
な

い
よ

う
に

す
る

。
・
運

行
管

理
者

は
運

転
者

の
健

康
診

断
結

果
を

受
け

て
、

運
転

者
の

治
療

状
況

を
把

握
す

る
必

要
が

あ
る

。
・
２

・
９

告
示

を
遵

守
す

る
。

（
適

正
な

運
行

コ
ー

ス
を

組
む

。
）

-
-

要
因

・
家

庭
内

に
悩

み
を

抱
え

て
い

た
。

・
当

該
運

転
者

が
前

方
不

注
意

で
あ

っ
た

。
・
運

行
前

の
点

呼
を

実
施

し
て

い
な

か
っ

た
。

-

・
浜

辺
が

直
接

見
え

る
道

路
の

た
め

、
横

風
を

強
く
受

け
る

地
点

で
あ

る
。

・
追

突
さ

れ
た

第
２

車
は

、
走

行
し

て
は

い
け

な
い

道
路

を
低

速
で

走
行

し
て

い
た

。
（
原

付
が

走
行

で
き

な
い

自
動

車
専

用
道

路
を

原
付

が
走

っ
て

い
た

。
）

・
近

く
の

市
街

地
か

ら
当

該
道

路
に

進
入

す
る

経
路

が
複

雑
に

な
っ

て
お

り
、

以
前

に
も

逆
走

行
し

た
車

両
が

あ
っ

た
。

再
発

防
止

策
-

・
運

行
管

理
者

は
、

運
行

管
理

前
に

必
ず

点
呼

を
実

施
し

、
運

転
者

の
健

康
状

態
を

把
握

し
、

安
全

運
転

を
心

掛
け

る
よ

う
に

指
導

す
る

。
-

・
道

路
標

識
の

設
置

位
置

や
数

を
見

直
し

、
定

め
ら

れ
た

車
が

定
め

れ
た

方
向

で
安

全
に

走
行

出
来

る
よ

う
に

す
る

。

要
因

・
運

転
者

と
し

て
の

経
験

が
７

ヶ
月

と
ま

だ
浅

か
っ

た
。

・
２

・
９

告
示

を
遵

守
し

て
い

な
い

。
運

行
管

理
者

は
、

詳
細

な
運

行
計

画
を

立
て

て
運

転
者

に
指

示
し

て
い

な
か

っ
た

。
・
当

該
運

行
が

、
初

め
て

の
長

距
離

で
あ

り
不

安
が

あ
っ

た
も

の
と

推
測

さ
れ

る
が

､運
転

者
に

対
し

て
適

切
な

指
導

監
督

が
行

わ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
･運

転
者

に
対

す
る

指
導

･監
督

が
不

十
分

で
あ

っ
た

。

-
・
数

十
キ

ロ
に

わ
た

り
信

号
の

な
い

自
動

車
専

用
の

バ
イ

パ
ス

で
あ

っ
た

。
信

号
は

見
え

に
く
か

っ
た

。

再
発

防
止

策
-

･事
業

者
は

乗
務

時
間

及
び

運
転

時
間

等
を

運
転

者
が

安
全

運
転

を
出

来
る

よ
う

に
調

整
し

、
２

・
９

告
示

を
遵

守
す

る
よ

う
努

力
す

る
。

-
・
自

動
車

専
用

道
路

か
ら

一
般

道
路

に
あ

ま
り

変
化

無
く
通

じ
る

道
路

付
近

の
信

号
機

は
､見

落
と

し
や

す
い

の
で

目
立

つ
標

識
や

信
号

機
の

数
を

増
や

す
な

ど
対

策
が

必
要

で
あ

る
。

要
因

・
ラ

ジ
オ

の
チ

ュ
ー

ニ
ン

グ
を

し
て

お
り

、
前

方
不

注
意

に
な

っ
て

い
た

。
・
脇

見
運

転
は

眠
気

か
ら

と
っ

た
行

動
と

い
う

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。

・
２

・
９

告
示

を
遵

守
し

て
い

な
い

。
（
最

大
拘

束
時

間
超

過
、

連
続

運
転

時
間

超
過

が
あ

っ
た

。
）

・
高

速
道

路
を

利
用

す
れ

ば
運

転
者

の
負

担
は

軽
く
な

る
が

、
高

速
料

金
を

運
賃

で
賄

え
な

い
。

・
チ

ャ
ー

ト
紙

か
ら

、
運

転
者

が
拘

束
時

間
や

連
続

運
転

時
間

が
２

・
９

告
示

を
遵

守
し

て
お

ら
ず

、
慢

性
的

な
過

労
状

態
で

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。

-
-

再
発

防
止

策
・
運

転
者

は
、

ラ
ジ

オ
の

チ
ュ

ー
ニ

ン
グ

は
車

両
が

停
止

し
て

い
る

時
に

行
う

等
、

走
行

中
は

運
転

に
集

中
す

る
様

、
自

覚
を

持
つ

。

・
運

行
管

理
者

は
、

２
・
９

告
示

を
遵

守
し

、
運

転
者

の
過

労
運

転
を

防
止

す
る

。
・
運

行
管

理
者

は
、

運
転

時
の

注
意

点
（
当

該
事

故
で

は
ラ

ジ
オ

操
作

の
扱

い
）
を

運
転

者
に

指
導

・
教

育
を

す
る

。

-
-

1
2

1
5

-

1
4

2
8

-

2
2

2
4

-

7
9

1
0
6

- -

1
3
1

1
0
8

-

1
6

1
8

-

・
点

呼
の

未
実

施
・
家

庭
の

事
情

・
危

険
予

知
不

足

・
運

行
時

間
管

理
な

し
・
運

転
者

へ
の

教
育

不
足

・
知

識
不

足
・
経

験
不

足
・
単

調
さ

・
下

り
坂

・
信

号
が

見
え

に
く
い

・
反

応
の

遅
れ

・
無

理
な

運
行

計
画

・
高

速
道

路
を

使
わ

ず
一

般
道

を
走

行
・
疲

労
・
わ

き
見

（
車

内
・
ラ

ジ
オ

）

・
無

理
な

運
行

計
画

・
点

呼
の

未
実

施
・
運

転
者

へ
の

教
育

不
足

・
適

性
診

断
結

果
の

活
用

不
備

・
知

識
不

足
・
意

識
不

足
（
危

険
の

認
識

不
足

）
・
経

験
不

足
・
疲

労
・
わ

き
見

（
車

外
・
信

号
）

・
家

庭
の

事
情

・
運

行
時

間
管

理
な

し
・
体

調
不

良
時

に
報

告
し

に
く
い

・
健

康
管

理
の

不
備

・
不

適
切

な
業

務
フ

ロ
ー

・
疲

労
・
反

応
の

遅
れ

・
経

験
不

足
・
知

識
不

足
・
わ

き
見

（
車

内
・
携

帯
電

話
）

・
渋

滞
・
単

調
さ

・
反

応
の

遅
れ

・
無

理
な

運
行

計
画

・
家

庭
の

事
情

・
健

康
管

理
の

不
備

・
疾

病
・
発

症
・
意

識
消

失

2
4

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

1
1
0

1
0
8

H
1
8

H
1
8

H
1
8

H
1
8

H
1
8

H
1
8

H
1
8

T
1
7
0
2
5

T
1
7
0
2
6

T
1
7
0
2
7

T
1
7
0
2
8

T
1
7
0
2
1

T
1
7
0
2
2

T
1
7
0
2
4
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N
o
.

年
度

事
例

番
号

営
業

所
内

車
両

数
営

業
所

内
運

転
者

数
営

業
所

内
運

行
管

理
者

数

要
因

/
再

発
防

止
策

運
転

者
面

運
行

管
理

面
車

両
面

走
行

環
境

面
共

通
す

る
要

因

要
因

・
前

日
の

仕
事

終
了

か
ら

６
時

間
後

に
出

庫
し

て
い

る
が

、
十

分
に

睡
眠

が
取

れ
て

い
た

か
不

明
で

あ
る

。
・
ブ

レ
ー

キ
を

踏
ん

だ
形

跡
が

な
い

事
か

ら
、

睡
眠

不
足

等
に

よ
る

居
眠

り
運

転
で

は
な

い
か

。

・
２

・
９

告
示

を
遵

守
し

て
い

な
い

。
（
最

大
拘

束
時

間
超

過
、

連
続

運
転

時
間

超
過

が
あ

っ
た

。
）

・
事

故
発

生
日

前
１

ヶ
月

間
で

拘
束

時
間

1
6
時

間
超

過
８

回
、

４
時

間
連

続
運

転
が

1
3
回

あ
り

、
２

・
９

告
示

を
遵

守
し

て
い

な
い

。
・
運

行
管

理
者

は
、

適
正

な
運

行
時

間
を

見
込

ん
で

運
行

計
画

を
立

て
て

い
な

い
。

-
-

再
発

防
止

策
-

・
運

行
管

理
者

は
、

運
転

者
が

過
労

運
転

に
な

ら
な

い
よ

う
に

、
２

・
９

告
示

を
遵

守
し

、
運

行
計

画
を

立
て

直
す

。
・
運

行
管

理
者

は
、

点
呼

時
等

に
運

転
者

の
健

康
状

態
を

確
認

し
、

過
労

の
場

合
は

休
息

を
取

ら
せ

た
り

、
代

わ
り

の
運

転
者

を
用

意
す

る
。

・
運

行
管

理
者

は
、

運
転

者
の

健
康

状
態

を
把

握
す

る
た

め
、

健
康

診
断

を
必

ず
受

診
さ

せ
る

。

-
-

要
因

・
運

転
者

は
前

日
の

勤
務

の
疲

労
が

抜
け

て
い

な
か

っ
た

。
（
当

該
運

転
者

は
、

ア
ン

ケ
ー

ト
で

「
前

日
の

疲
労

が
蓄

積
し

て
疲

れ
て

い
た

」
と

答
え

て
い

る
た

め
、

過
労

運
転

に
な

っ
て

い
た

。
）

-
-

・
街

灯
の

な
い

暗
い

場
所

で
あ

り
、

本
線

に
比

較
し

て
道

幅
が

狭
く
な

っ
て

い
た

。
・
第

２
車

は
紺

色
で

あ
り

、
無

灯
火

で
あ

っ
た

。
・
当

該
事

故
発

生
場

所
の

上
に

看
板

が
あ

り
、

看
板

に
気

を
取

ら
れ

て
い

た
。

・
停

車
中

の
第

２
車

の
車

体
の

色
が

紺
色

で
あ

り
、

周
囲

の
暗

さ
と

同
化

し
て

し
ま

っ
た

。

再
発

防
止

策
-

・
運

行
管

理
の

部
分

で
不

明
な

点
が

多
い

が
、

運
転

者
の

疲
労

が
蓄

積
し

て
い

る
場

合
は

過
労

運
転

と
な

る
事

か
ら

、
運

転
者

の
体

調
に

よ
っ

て
は

休
息

を
取

る
よ

う
に

指
導

し
た

り
、

代
わ

り
の

運
転

者
を

準
備

す
る

。
-

・
車

を
停

車
す

る
時

に
は

、
必

ず
点

灯
（
ハ

ザ
ー

ド
ラ

ン
プ

）
し

、
後

車
に

注
意

を
促

す
。

ま
た

故
障

に
よ

り
点

灯
出

来
な

い
場

合
は

、
停

止
表

示
機

材
（
三

角
板

）
を

後
車

に
分

か
り

や
す

い
位

置
に

設
置

す
る

。

要
因

・
走

行
中

に
ラ

ジ
オ

操
作

を
し

て
お

り
、

前
方

不
注

意
に

な
っ

て
い

た
。

運
転

者
は

連
日

の
乗

務
に

よ
り

疲
労

が
た

ま
っ

て
い

た
。

・
２

・
９

告
示

を
遵

守
し

て
い

な
い

。
（
最

大
拘

束
時

間
超

過
、

連
続

運
転

時
間

超
過

が
あ

っ
た

。
）

・
当

該
運

転
者

は
、

連
日

の
勤

務
で

拘
束

時
間

が
長

く
続

い
た

こ
と

に
よ

り
、

疲
労

が
蓄

積
し

て
い

た
。

・
運

行
管

理
者

は
、

２
・
９

告
示

を
遵

守
し

て
お

ら
ず

、
運

転
者

の
過

労
に

繋
が

る
運

行
計

画
が

組
ま

れ
て

い
た

。

・
ラ

ジ
オ

の
位

置
が

運
転

席
の

上
部

に
あ

る
た

め
、

ラ
ジ

オ
操

作
時

は
視

線
が

前
方

か
ら

大
き

く
逸

れ
る

。

・
片

側
1
車

線
の

対
向

す
る

車
線

の
道

路
で

、
中

央
部

が
工

事
期

間
中

の
た

め
規

制
し

走
行

車
線

が
狭

く
な

っ
て

い
た

。
・
第

２
車

は
無

灯
火

で
車

道
に

は
み

出
し

て
駐

車
し

て
い

た
（
通

行
障

害
と

な
る

状
況

に
あ

っ
た

。
）

再
発

防
止

策
・
運

転
者

は
、

ラ
ジ

オ
操

作
を

す
る

時
は

、
必

ず
停

止
し

て
か

ら
操

作
す

る
様

に
徹

底
す

る
。

・
運

行
管

理
者

は
、

運
転

者
に

対
す

る
危

険
予

知
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

徹
底

す
る

。
・
運

行
管

理
者

は
、

運
転

者
が

過
労

状
態

と
な

ら
な

い
よ

う
､適

切
な

運
行

管
理

体
制

を
確

立
す

る
。

-
-

要
因

・
新

規
の

荷
主

で
あ

り
、

必
要

以
上

に
プ

レ
ッ

シ
ャ

ー
が

あ
っ

た
。

運
行

管
理

者
の

指
示

を
守

ら
ず

、
一

般
道

を
運

行
し

た
。

・
運

行
管

理
者

は
、

全
線

高
速

道
路

を
使

用
す

る
よ

う
に

指
示

し
た

が
、

当
該

運
転

者
は

一
般

道
を

走
行

し
疲

労
が

蓄
積

し
て

し
ま

っ
た

。
・
運

転
者

は
、

事
業

者
の

経
費

を
少

し
で

も
軽

く
す

る
た

め
に

努
力

し
て

い
た

。
・
当

該
運

転
者

は
、

目
の

疲
れ

や
、

肩
の

こ
り

、
腰

の
痛

み
等

が
あ

っ
た

。

・
運

転
者

が
指

示
に

従
わ

な
い

こ
と

に
対

す
る

対
処

が
出

来
て

い
な

か
っ

た
。

-
・
見

通
し

の
良

い
道

路
で

あ
る

が
、

渋
滞

等
が

な
け

れ
ば

長
距

離
に

渡
り

停
止

せ
ず

に
走

行
す

る
た

め
、

漫
然

運
転

に
な

り
や

す
い

。

再
発

防
止

策
-

・
運

行
管

理
者

は
、

日
頃

か
ら

「
無

理
せ

ず
に

」
安

全
運

転
を

す
る

よ
う

に
指

導
を

徹
底

す
る

。
・
運

行
管

理
者

は
、

経
費

削
減

の
た

め
に

、
運

転
者

の
過

労
が

増
す

よ
う

な
運

行
指

示
を

出
さ

な
い

。
・
経

営
者

は
、

経
費

削
減

の
た

め
に

運
転

者
に

対
し

過
度

な
重

圧
を

か
け

な
い

。

-
-

要
因

・
走

り
慣

れ
た

経
路

で
あ

り
滅

多
に

右
折

車
が

い
る

交
差

点
で

は
な

い
の

で
前

方
へ

の
注

意
が

不
十

分
で

あ
っ

た
。

目
的

地
ま

で
の

時
間

が
な

く
､焦

っ
て

い
た

。
・
新

し
い

車
両

に
対

す
る

操
作

が
ま

だ
１

ヶ
月

と
浅

く
、

適
応

能
力

不
足

だ
っ

た
。

-
・
以

前
乗

務
し

て
い

た
車

両
と

ブ
レ

ー
キ

ペ
ダ

ル
の

感
覚

が
違

っ
て

い
た

。
・
見

通
し

の
悪

い
道

路
で

は
な

く
､緩

や
か

な
カ

ー
ブ

の
あ

る
路

線
で

あ
る

た
め

一
般

的
に

は
多

少
ス

ピ
ー

ド
が

制
限

を
超

過
し

や
す

い
。

再
発

防
止

策

・
運

転
者

は
、

注
意

す
る

事
項

を
声

に
出

し
て

確
認

す
る

等
、

漫
然

運
転

に
な

ら
な

い
工

夫
を

行
う

。
・
慣

れ
な

い
車

両
を

運
転

す
る

時
は

、
特

に
慎

重
に

運
転

し
、

ブ
レ

ー
キ

や
ア

ク
セ

ル
の

感
覚

を
把

握
す

る
様

努
め

る
。

・
運

行
管

理
者

は
、

走
り

慣
れ

た
道

路
で

も
､注

意
力

を
持

続
さ

せ
る

こ
と

が
い

か
に

重
要

で
あ

る
か

を
教

育
す

る
。

-
-

要
因

・
疲

労
し

て
い

た
の

に
、

休
息

を
取

ら
な

か
っ

た
（
警

察
の

調
書

か
ら

も
運

転
者

が
眠

気
を

覚
え

て
い

た
に

も
係

わ
ら

ず
､無

理
に

運
転

を
続

け
た

。
）

・
２

・
９

告
示

を
遵

守
し

て
い

な
い

。
（
最

大
拘

束
時

間
超

過
、

連
続

運
転

時
間

超
過

が
あ

っ
た

。
）

・
当

該
運

転
者

は
、

他
の

乗
務

員
が

急
病

の
為

代
わ

り
に

乗
務

し
て

い
た

。
（
事

故
発

生
日

当
日

の
1
5
時

に
帰

庫
し

、
1
8
時

に
出

庫
し

て
い

る
。

）

-
・
居

眠
り

防
止

等
の

標
識

が
多

い
場

所
で

あ
っ

た
。

再
発

防
止

策
-

・
運

行
管

理
者

が
日

頃
か

ら
乗

務
記

録
を

充
分

チ
ェ

ッ
ク

す
る

と
と

も
に

､過
労

に
つ

な
が

る
よ

う
な

運
行

を
し

て
い

る
運

転
者

及
び

運
行

計
画

を
見

逃
さ

ず
､運

転
者

全
員

に
対

し
て

随
時

適
正

運
行

を
指

導
す

る
こ

と
が

第
一

で
あ

る
。

-
-

要
因

・
休

み
が

取
れ

ず
睡

魔
に

お
そ

わ
れ

て
い

た
。

ラ
ジ

オ
操

作
し

て
い

た
。

・
当

該
運

転
者

は
、

運
転

中
に

眠
気

に
お

そ
わ

れ
た

が
、

休
息

を
取

れ
な

い
状

況
だ

っ
た

。
・
当

該
運

転
者

は
、

眠
気

を
紛

ら
わ

そ
う

と
走

行
中

に
ラ

ジ
オ

操
作

を
し

て
お

り
、

前
方

不
注

意
に

な
っ

て
い

た
。

・
当

該
運

転
者

は
、

次
の

日
に

運
転

が
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
前

日
に

夜
遅

く
ま

で
テ

レ
ビ

を
見

る
等

、
時

間
管

理
が

出
来

て
い

な
か

っ
た

。

・
基

本
的

な
安

全
教

育
が

徹
底

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
・
運

行
管

理
者

は
、

運
転

者
の

健
康

診
断

結
果

や
適

性
診

断
結

果
を

用
い

た
個

別
指

導
が

不
十

分
で

あ
っ

た
。

-
-

再
発

防
止

策

・
運

転
者

は
プ

ロ
ド

ラ
イ

バ
ー

で
あ

る
自

覚
を

持
ち

、
休

日
の

過
ご

し
方

に
つ

い
て

も
、

翌
日

の
運

行
に

影
響

し
な

い
よ

う
に

調
整

す
る

。
・
運

転
者

は
、

ラ
ジ

オ
操

作
は

車
両

を
停

止
さ

せ
て

か
ら

行
う

等
、

安
全

運
転

の
基

本
の

見
直

し
、

実
行

す
る

。

・
運

行
管

理
者

は
、

運
転

者
が

過
労

運
転

に
な

ら
な

い
よ

う
、

適
正

な
運

行
計

画
を

立
て

る
。

・
運

行
管

理
者

は
、

過
去

の
事

故
等

を
教

訓
と

し
て

、
全

運
転

者
に

事
故

防
止

、
再

発
防

止
教

育
を

徹
底

す
る

。

-
-

不
明

3
2

-

3
3

4
2

-

1
6

1
5

-

1
2

1
6

-

不
明

1
2
3

-

2
7

3
6

-

1
7

1
9

-

・
荷

主
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

不
足

・
高

速
道

路
を

使
わ

ず
一

般
道

を
走

行
・
疲

労
・
体

調
不

良
時

に
報

告
し

に
く
い

・
単

調
さ

・
反

応
の

遅
れ

・
急

ぎ
・
焦

り
・
業

務
へ

の
慣

れ
・
意

識
不

足
・
車

両
の

変
更

・
車

両
感

覚
不

足
・
ス

ピ
ー

ド
大

・
交

代
運

転
者

の
不

在
・
他

の
運

転
者

の
急

病
・
無

理
な

運
行

計
画

・
健

康
管

理
の

不
備

・
疲

労
・
単

調
さ

・
反

応
の

遅
れ

・
運

転
者

へ
の

教
育

不
足

・
適

性
診

断
結

果
の

活
用

不
備

・
運

転
者

の
生

活
習

慣
・
健

康
管

理
の

不
備

・
疲

労
・
わ

き
見

（
車

内
・
ラ

ジ
オ

）
・
反

応
の

遅
れ

・
無

理
な

運
行

計
画

・
健

康
管

理
の

不
備

・
疲

労
・
居

眠
り

・
体

調
不

良
時

に
報

告
し

に
く
い

・
疲

労
・
夜

間
・
自

車
の

先
が

見
え

に
く
い

・
わ

き
見

（
車

外
・
看

板
）

・
道

幅
が

狭
い

・
相

手
車

両
が

停
車

中

・
無

理
な

運
行

計
画

・
健

康
管

理
の

不
備

・
疲

労
・
わ

き
見

（
車

内
・
ラ

ジ
オ

）
・
道

幅
が

狭
い

・
相

手
車

両
が

停
車

中

2
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2
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3
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3
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2
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2
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H
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1
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N
o
.

年
度

事
例

番
号

営
業

所
内

車
両

数
営

業
所

内
運

転
者

数
営

業
所

内
運

行
管

理
者

数

要
因

/
再

発
防

止
策

運
転

者
面

運
行

管
理

面
車

両
面

走
行

環
境

面
共

通
す

る
要

因

要
因

・
運

転
中

に
携

帯
用

の
ラ

ジ
カ

セ
を

操
作

し
て

い
た

（
高

速
道

路
を

9
0
km

/
h

で
走

行
中

に
、

携
帯

用
ラ

ジ
カ

セ
を

操
作

し
、

前
方

不
注

意
に

な
っ

た
。

安
全

運
転

の
基

本
を

実
行

し
て

い
な

か
っ

た
。

）
・
当

該
運

転
者

は
、

過
去

３
年

間
大

き
な

事
故

は
起

こ
し

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
漫

然
運

転
に

な
っ

て
い

た
可

能
性

が
あ

る
。

・
運

転
者

に
対

し
て

安
全

教
育

が
徹

底
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

・
運

行
管

理
者

は
、

運
転

中
は

ラ
ジ

カ
セ

等
は

操
作

し
な

い
等

、
基

本
的

な
安

全
運

転
の

教
育

が
不

十
分

で
あ

っ
た

。
・
運

行
管

理
者

は
、

運
転

者
に

十
分

な
休

息
時

間
を

与
え

て
い

な
い

時
が

あ
っ

た
。

-
・
若

干
の

下
り

坂
で

あ
り

、
速

度
が

上
が

り
や

す
い

。

再
発

防
止

策

・
当

該
運

転
者

は
、

安
全

運
転

の
基

本
事

項
を

再
確

認
し

、
実

行
す

る
。

漫
然

運
転

に
な

ら
な

い
よ

う
に

、
注

意
事

項
を

一
つ

一
つ

声
に

出
し

て
確

認
す

る
等

、
運

転
の

仕
方

を
工

夫
す

る
。

・
運

行
管

理
者

は
、

運
転

者
が

漫
然

運
転

と
な

ら
な

い
よ

う
に

、
個

々
の

運
転

者
の

適
性

診
断

結
果

等
を

基
に

し
て

、
個

別
に

も
指

導
を

行
い

、
安

全
教

育
を

徹
底

す
る

。
・
運

行
管

理
者

は
、

運
転

者
が

過
労

運
転

に
な

ら
な

い
よ

う
に

、
適

正
な

運
行

計
画

を
立

て
る

。
ま

た
、

運
転

者
の

体
調

を
必

ず
確

認
し

て
か

ら
乗

務
さ

せ
る

。

-
-

要
因

①
 体

調
不

良
の

た
め

風
邪

薬
を

服
用

し
て

い
た

。
②

 当
該

車
両

及
び

当
該

運
行

経
路

に
は

慣
れ

て
い

た
が

、
道

路
状

況
に

よ
り

覚
低

走
行

に
陥

っ
た

。
③

 点
呼

の
際

、
体

調
不

良
、

薬
服

用
を

伝
え

て
い

な
か

っ
た

。
④

 前
夜

に
深

酒
を

し
て

い
た

。

①
 過

労
運

転
防

止
に

関
す

る
指

導
が

不
十

分
で

あ
る

。
②

 過
去

の
事

故
発

生
状

況
の

教
訓

を
活

か
し

た
運

転
者

指
導

が
十

分
で

な
か

っ
た

。
③

 適
性

診
断

の
結

果
の

十
分

な
活

用
が

図
ら

れ
て

い
な

か
っ

た
。

④
 点

呼
の

実
施

が
不

十
分

で
あ

る
。

⑤
 運

転
者

に
対

す
る

指
導

が
徹

底
さ

れ
て

い
な

い
。

-
①

 深
夜

で
、

暗
い

直
線

道
路

で
あ

っ
た

。

再
発

防
止

策
①

 体
調

不
良

等
の

場
合

は
、

運
行

管
理

者
に

必
ず

報
告

す
る

。
②

 覚
低

走
行

に
陥

っ
た

場
合

の
対

処
方

法
を

覚
え

る
。

①
 点

呼
時

に
お

い
て

、
運

転
者

は
定

め
ら

れ
た

報
告

を
確

実
に

行
う

。
-

-

要
因

①
 事

故
直

前
ま

で
漫

然
運

転
を

し
て

い
た

。
（
時

期
に

よ
り

、
漫

然
運

転
と

な
る

傾
向

が
あ

る
。

）
②

 過
去

に
遅

延
の

た
め

荷
主

か
ら

ク
レ

ー
ム

を
受

け
た

こ
と

が
あ

っ
た

。
③

 睡
眠

不
足

を
報

告
し

て
い

な
か

っ
た

。
④

 運
転

が
無

理
で

あ
れ

ば
、

運
行

管
理

者
へ

連
絡

す
る

等
の

防
止

対
策

を
取

ら
な

か
っ

た
。

⑤
 当

該
車

両
は

、
速

度
超

過
で

あ
っ

た
。

（
6
0
km

/
h
の

と
こ

ろ
8
5
km

/
h
で

あ
っ

た
。

）
（
注

：
H

1
8
年

度
報

告
書

で
は

「
そ

の
他

」
と

し
て

分
類

さ
れ

て
い

た
が

、
事

務
局

の
判

断
で

「
運

転
者

要
因

」
に

含
め

た
）

①
 過

労
運

転
防

止
に

関
す

る
指

導
が

不
十

分
で

あ
る

。
②

 過
去

の
事

故
発

生
状

況
の

教
訓

を
活

か
し

た
運

転
者

指
導

が
十

分
で

な
か

っ
た

。
③

 適
性

診
断

の
結

果
の

十
分

な
活

用
が

図
ら

れ
て

い
な

か
っ

た
。

④
 点

呼
の

実
施

が
不

十
分

で
あ

る
。

-

①
 当

該
道

路
は

、
起

伏
が

多
い

こ
と

か
ら

、
距

離
や

速
度

感
覚

を
誤

り
や

す
い

状
況

で
あ

る
。

②
 高

速
道

路
か

ら
、

一
般

道
へ

進
入

す
る

た
め

、
多

く
の

車
両

が
制

限
速

度
を

超
え

て
い

た
。

③
 乗

用
車

２
台

が
追

突
事

故
を

起
こ

し
、

事
故

処
理

を
し

て
い

た
。

④
 当

該
付

近
は

、
街

灯
が

な
く
、

上
り

勾
配

な
の

で
、

見
通

し
が

悪
い

。

再
発

防
止

策
①

 体
調

不
良

等
の

場
合

は
、

運
行

管
理

者
に

必
ず

報
告

す
る

。
②

 適
性

診
断

結
果

か
ら

、
自

分
の

弱
点

を
把

握
し

運
転

す
る

。

①
 過

労
運

転
防

止
の

た
め

、
運

行
計

画
は

、
十

分
注

意
し

て
立

案
す

る
。

②
 荷

主
と

の
相

談
の

う
え

、
運

行
計

画
を

見
直

す
必

要
が

あ
る

。
③

 点
呼

は
、

厳
密

に
行

い
、

運
転

者
の

体
調

等
に

つ
い

て
も

正
確

に
把

握
す

る
必

要
が

あ
る

。
④

 適
性

診
断

結
果

の
活

用
を

図
る

。

①
 Ａ

Ｓ
Ｖ

技
術

の
活

用
で

前
方

障
害

物
衝

突
防

止
を

図
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

①
 街

灯
の

設
置

を
検

討
す

る
。

3
7

3
3

3

2
2

3
4

-

5
6

5
7

5

・
無

理
な

運
行

計
画

・
健

康
管

理
の

不
備

・
体

調
不

良
時

に
報

告
し

に
く
い

・
運

転
者

へ
の

教
育

不
足

・
適

性
診

断
結

果
の

活
用

不
備

・
運

転
者

の
特

性
・
点

呼
の

未
実

施
・
荷

主
か

ら
の

厳
し

い
要

求
・
急

ぎ
・
焦

り
・
高

速
道

路
か

ら
一

般
道

へ
の

進
入

直
後

・
ス

ピ
ー

ド
大

・
相
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４．２ アンケート調査結果 
（１） 実施概要 

①対象：安全管理に積極的に取り組むトラック事業者 

②実施時期：平成 24 年１月～２月 

③方法：全国 15 の地方トラック協会に対し、それぞれ 10 社以上の事業者から回答を

得られるよう依頼した。 

④回収数：有効な調査票の回収数は、160 であった。 

⑤内容 

追突事故防止に効果が高いと考えられる 10 項目の取り組みについて、選択肢方式

で以下の質問をした。質問した取り組みを表にまとめた。 

【選択肢方式の質問】 

・取り組みの有無 

・取り組んでいる場合、「取り組みやすさ」「事故の減りやすさ」 

（それぞれを１～５の５段階評価） 

・取り組んでいない場合、その理由 

（５つの選択肢からの単数回答） 

 

合わせて、自由記述方式で以下の質問をした。 

【自由記述方式の質問】 

・追突事故防止のための工夫 

・取り組みの効果を感じる（感じない）場面 

 

表 １４ 取り組み一覧 

No. 取り組み 

1 運転者の生活習慣改善の指導（日ごろの睡眠時間や飲酒の習慣等） 

2 追突事故を防止することに焦点をあてた運転者教育の実施 

3 適性診断の結果を活用した運転者教育の実施 

4 燃費管理・エコドライブ推進 

5 デジタルタコグラフ・ドライブレコーダーの導入・活用 

6 安全意識向上に向けた賞罰制度の運用 

7 安全管理の取り組み状況の点検（社内監査・内部チェック） 

8 過労運転の防止に向けた運行管理の徹底 

9 過労運転の防止に向けた荷主とのパートナーシップ構築 

10 先進安全自動車の導入（衝突被害軽減ブレーキ 、ふらつき注意喚起装置等）
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（２） 結果 
①選択肢方式での回答結果を図表にまとめた。 
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追突事故を防止することに焦点をあてた運転者教育の実施

適性診断の結果を活用した運転者教育の実施

燃費管理・エコドライブ推進

デジタルタコグラフ・ドライブレコーダーの導入・活用

安全意識向上に向けた賞罰制度の運用

安全管理の取組み状況の点検（社内監査・内部チェック）

過労運転の防止に向けた運行管理の徹底

過労運転の防止に向けた荷主とのパートナーシップ構築

先進安全自動車の導入

（衝突被害軽減ブレーキ、ふらつき注意喚起装置等）

有 無

 

図 １２ 取り組みの有無 
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取り組みやすさ 事故の減りやすさ

 
図 １３ 取り組みやすさ、事故の減りやすさ① 
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図 １４ 取り組みやすさ、事故の減りやすさ②16 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運転者の生活習慣改善の指導

（日ごろの睡眠時間や飲酒の習慣等）(N=11)

追突事故を防止することに焦点をあてた運転者教育の実施(N=13)

適性診断の結果を活用した運転者教育の実施(N=9)

燃費管理・エコドライブ推進(N=3)

デジタルタコグラフ・ドライブレコーダーの導入・活用(N=34)

安全意識向上に向けた賞罰制度の運用(N=31)

安全管理の取組み状況の点検（社内監査・内部チェック）(N=20)

過労運転の防止に向けた運行管理の徹底(N=4)

過労運転の防止に向けた荷主とのパートナーシップ構築(N=35)

先進安全自動車の導入

（衝突被害軽減ブレーキ、ふらつき注意喚起装置等）(N=88)

ア）効果が出にくいと思うから イ）取り組む費用の余裕がないから ウ）取り組む時間が確保できないから

エ）取り組む人材が不足しているから オ）どう取り組めばよいかわからないから

 

図 １５ 取り組まない理由（単数回答） 

                            
16 プロット上の数値は既述の表 14 に記載の取り組みの No.を表す。また点線は、全取り組みに関する平均点を表す。 
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②自由記述方式の回答を以下にまとめた。 

【追突事故防止のための工夫】 

○小集団活動の実施 

・全社の活動（例：安全衛生委員会）と小集団活動を連動させて運営している 

・運転記録証明を定期的にとり、小集団活動としてその内容についてドライバー

同士で話し合いをさせている 

○教育時の工夫 

・社外講師を招いて講習会を実施している 

・点呼時に、運転者の日々の運転姿勢や生活レベルに話を掘り下げて意識向上を

図っている 

・同じ内容を繰り返し徹底している 

・他の交通参加者の不安全な行動に感情を乱さないよう指導している 

・事故を起こしたドライバーと管理者が一対一で面談を行い、再発防止について

話し合っている 

・トラックの視界特性を説明し、車間距離を詰めないよう指導している 

・車間距離のとり方にルールを定め、徹底している（例：時間、車両台数、先行

車のタイヤの見え方） 

・エコドライブを実践するよう指導している 

・わき見防止のため、必要なもの以外は運転席に持ち込ませないようにしている 

・遵守すべき基本項目を定め（絞り込み）、徹底させている 

○安全文化醸成のための工夫 

・ドライバーが自由に意見を出せる雰囲気づくりをしている 

○内部監査（チェック）・フィードバックの工夫 

・統計データから、追突事故の発生頻度の高さを伝え、注意喚起している 

・同業者から、自社についての悪い情報を集めるように努めている 

・デジタルタコグラフの点数を確認し、ドライバーの意識向上を図っている 

・連続運転を禁止するため、一定時間毎に中間点呼と位置づけて連絡をさせ、記

録をとっている 

・ドライブレコーダーで、走行時の車間距離をチェックしている 

○その他 

・過労運転とならないよう高速道路を利用させている 
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【効果を感じる（感じない）場面】 

○「効果を感じる場面」 

・事故件数が減少したとき 

・類似の事故件数が減少したとき 

・ドライバー同士で自発的に安全についてコミュニケーションをとったり、自発

的に小集団活動を行うようになったとき 

・会議等で、ドライバーの発言が多くなったとき 

・デジタルタコグラフの点数を気にするドライバーが増えたとき 

・自分の健康状態を気にするドライバーが増えたとき 

・ドライバーが、他のドライバーの運行状況等について、管理者や経営トップに

情報共有するようになったとき 

・社内掲示をドライバーがよく見るようになったとき 

・ドライバーが自発的に管理者に危険な場所や危険なことがあったことを報告す

るようになったとき 

・事故を起こした後、素直に反省し仲間同士でコミュニケーションをとるように

なったとき 

×「効果を感じない場面」 

・指導したことが守られていないとき 

（※効果を感じない場面についての回答は１つであった） 
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（３） 調査票原票 
＜表面＞ 
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＜裏面＞ 

 

以上 


